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◆今月の表紙
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令和４年度決算に基づく大田原市財政の

「健全化判断比率」の公表　ほか

わたしたちは
若い力をそだて　としよりをうやまい

大田原を明るいまちにしましょう

■市民憲章■

10 健康おおたわら塾
家族で！地域で！子どものむし歯を予防し
ましょう

03 特集
大田原マラソン大会

23 八溝山周辺地域定住自立圏情報

24 スナップおおたわら

■大田原市役所■
〒324-8641
栃木県大田原市本町１丁目４番１号
電　　話  ０２８７（２３）１１１１
業務時間  午前８時30分～午後５時15分㊊～㊎
延長窓口  午後５時15分～７時㊌
※市民課・国保年金課・税務課・子ども幸福課
　保育課・会計課のみ

目　次

20 地域のひろば
自然観察館だより／天文館だより／大田原
図書館からのお知らせ　ほか

11 市からのお知らせ
子育て／健康・福祉／年金・国保　ほか

　右の二次元コードからご覧ください。
　また、広報おおたわらの内容を音声で
聞くことができます。『音訳（デイジー）
版広報おおたわら』をご希望の方は、下
記へお問い合わせください。

福祉課　 ３階　 ０２８７（２３）８９２１

情報政策課　 ６階　 ０２８７（２３）８７００

　いただいたご意見・ご感想は、今後の
紙面づくりの参考とさせていただきます。

◆掲示板

●日時　11月12日㊐、12月23日㊏　午前９時～正午
●場所　本庁舎２階市民課窓口
　　　　※南側玄関から入り、エレベーターをご利用ください。
●対象者　マイナンバーカードを申請済で、市から『交付通知

はがき』が届いた方　※事前予約が必要になります。
　【予約専用電話】　 ０２８７（２３）８７５５
●持ち物　①交付通知はがき、②暗証番号設定用紙、③身分証

明書（官公庁の発行した顔写真付きの物１点、または保険証
など２点）、④通知カード（お持ちの方のみ）、⑤住民基本台
帳カード（お持ちの方のみ）
市民課　本２階
０２８７（２３）８７５５

マイナンバーカードの休日交付【予約制】

最新情報はこちら

▶「広報おおたわら」はホームページなど
でも閲覧できます

▶「広報おおたわら」のご意見・ご感想を
お寄せください

　表紙は、10 月７日に佐良土小学校の閉校記念事業として行わ
れた「大

だい

捻
も じ ひ

縄引き」の様子です。
　大捻縄引きは、古くから佐良土地区の伝統行事として受け継
がれてきた「盆綱引き」といわれる習俗のひとつで、豊作と無
病息災を願って、捻り上げた大縄を大勢で引き合います。国選
択無形民俗文化財にも指定されている貴重な行事です。
　当日は、佐良土地区活性化協議会が中心となり、児童と地域
の方々が協力しながら25ｍの大縄を捻り上げました。
　最後に行われた綱引きでは、先生や地域の方々を相手に元気
いっぱい大縄を引く児童たちの歓声が快晴の空に響きわたりま
した。



　スポーツ振興課　　　 ０２８７（２２）８０１７体問
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　大田原マラソン大会は、昭和 63 年に始まり、昭和・平成の時代を超え、令和５年の今年で第 33 回を迎
えます。
　令和２年から令和４年までの３年間は、42 年ぶりに栃木県で開催された第 77 回国民体育大会「いちご一
会とちぎ国体」準備のため休止としていました。休止している間には新型コロナウイルス感染症が世界的に
猛威を振るい、私たちの生活様式は大きく変化しました。
　令和５年５月８日から新型コロナウイルス感染症の位置づけが「５類感染症」になり、少しずつですが、
以前の生活、地域活動を取り戻しつつある状況です。
　大田原マラソン大会は、新型コロナウイルス感染症の影響を受けながらも、コースを新たにランナーと共
に再び走り出す瞬間を迎えます。この特集では、昭和に始まった大田原マラソン大会について、開催当時を
振り返ってみたいと思います。

　昭和 59 年、当時の渡邊 正義 市長が「市制 30 周
年を記念し、大田原市に栃木県内唯一の日本陸上
競技連盟（以下「日本陸連」）公認のマラソン大会を
誘致する。」と掲げたことが、大田原マラソン大会
誕生のきっかけとなりました。
　大田原マラソン大会の前身となる大田原青年会
議所主催の大田原那須与一健康マラソン大会（昭
和 54 年～ 61 年）、那須陸上競技協会主催の那須
野ヶ原マラソン大会（昭和58年～62年）が統合とな
り、昭和 61 年に日本陸連のコース検定を受け、昭
和 62 年に日本陸連の公認を取得し、第１回大田原
全国マラソン大会は、昭和 63 年 12 月４日に産声
をあげました。

　当時の大田原マラソン大会は現在の制限時間４
時間よりも更に厳しい「制限時間３時間30分」でし
たが、全国各地より 1,780 名の腕自慢、もとい脚自
慢の方が参加しました。第５回大会からは現在の
４時間制限に変更されましたが、６時間前後の制限
時間の大会が多い中、今日に至るまで大田原マラソ
ンの大きな特徴として厳しい制限時間が守られて
います。

　開催日についても、第５回大会から現在と同じ
「11 月 23 日勤労感謝の日」に固定され、マラソン

界隈では「勤労感謝の日＝大田原マラソン大会」
と認知されるようになりました。
　また、大田原マラソン大会のフィニッシュ後に
提供される地元の新鮮な食材を使った「お味噌汁」
は走り終えたランナーたちのエナジードリンクと
して第１回大会から現在まで引き継がれています。

第１回大会スタート（美原公園前）

第１回大会開催時の横断幕（大田原高等学校前）

第１回大会フィニッシュ後のイベント会場（交通公園内）

特集
大田原マラソン大会
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金田北中学校金田北中学校

マラソン折返し地点マラソン折返し地点 セブンイレブンセブンイレブン

歴代のコース変遷
初代コース

　当時の大田原市のライスラインを反時計回りに進み、国道４号手
前を折り返し、大田原市街地を抜けて陸上競技場を目指すコース。

【 第 1 回～第７回】

　第５回記念大会を一区切りとし
て、高低差の少ない「より記録の出
るコース」との理念を掲げ、当時の
大田原市中心部を２周回する高速
コースに変更。

　陸上競技場の改修に伴い、復路
ルートが陸上競技場の北門から進入
するコースに一部変更。
　星野芳美（eＡ静岡）が大会６連覇
を達成（第 16 回～第 21 回）。

　平成 17 年の市町村合併を機に、
大田原市内を巡る１周回のコースに
変更。前半が下り、後半が上りのす
り鉢状のコースでランナーの試練の
一つ、大田原名物「那須おろし」が誕
生した。

　令和５年に４年ぶりの復活を機にコースを刷新。前半
が下り、後半が上りのすり鉢状のコースは３代目コース
と、県道滝沢野崎停車場線を走るのは２代目コースと同
じ。湯津上方面へ南下し、国道 294 号バイパスから国
道 400 号を北上し、32㎞付近（新宿地内）では「新那須お
ろし」がランナーを待ち受ける。

マラソン折返し地点マラソン折返し地点

★第１回大会から有名選手を
招待し、第２回大会には中山 
竹通（当時の日本記録保持者）、
第４回大会に有森 裕子（当時の
日本記録保持者）が出場し、沿
道から多くの観客がすずなり
となって声援を送りました。

■主な出場選手（敬称略）
　有森 裕子（リクルート）
　仲川 栄二（ダイエー東北）
　中山 竹通（ダイエー）
　大八木 弘明（ヤクルト）
　阿久津 浩三（福島整形外科病院）
　アロイス・ニジガマ（ＭＤＩ）

２代目コース①【 第８回～第 12 回】

■主な出場選手（敬称略）
　渋井 陽子（那須拓陽高等学校）
　物江 収（ヤクルト）
　麦倉 美穂（カンセキ）
　鈴木 賢一（富士通）
　谷川 真理（ヴァーナルＲＣ）

２代目コース②【 第 13 回～第 22 回】

３代目コース【 第 23 回～第 32 回】

■主な出場選手（敬称略）
　星野 芳美（eＡ静岡）
　櫛部 静二（愛三工業）
　千葉 真子（豊田自動織機）
　川頭 健一郎（ＮＴＮ）

★第 15 回大会に大田原マラソン大会最高記録（男子）の２時間 14 分 53
秒で櫛部 静二（愛三工業）が優勝。

■主な出場選手（敬称略）
　伊藤 達志（ＪＡなすの）
　赤川 香織（スズキ浜松ＡＣ）
　小﨑 まり（ノーリツ）
　郡司 貴大（小森コーポレーション）
　下門 美春（ニトリ）
　今井 隆生（坂戸市陸協）

★第 24 回大会に大田原マラソン大会最高記録（女子）の２時間 33 分
38 秒で赤川 香織（スズキ浜松ＡＣ）が優勝。

４代目コース【 第 33 回～】

■主な出場予定選手（敬称略）
　松尾 良一（旭化成）・國司 寛人（旭化成）
　今井 隆生（ＳＳＡＣ）・齋藤 真也（K-project）
　加藤 優陽（大田原信用金庫）・伊藤 達志（ＪＡなすの）
　下門 美春（埼玉陸協）・澤畠 朋美（さわはた～ず）
　鈴木 絵里（秋田陸協）・猫ひろし（ゲストランナー）

スタート／フィニッシュ
ＤＩスタジアム

（美原公園陸上競技場）

スタート／フィニッシュ
ＤＩスタジアム

（美原公園陸上競技場）

スタート／フィニッシュ
ＤＩスタジアム

（美原公園陸上競技場）

スタート／フィニッシュ
ＤＩスタジアム

（美原公園陸上競技場）

スタート／フィニッシュ
ＤＩスタジアム

（美原公園陸上競技場）

2023コース
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マラソン豆知識・トリビア
　実は今大会のポスターは４年ぶりの再開に合
わせて第１回大会ポスターのオマージュ作品と
なっていました。
　大田原マラソン大会を当時から知る方は少し
懐かしく感じたかもしれません。

【取材協力】　那須陸上競技協会　　　会長　嶋村 大司 氏
　　　　　　那須陸上競技協会　名誉会長　坪山 邦夫 氏
　　　　　　大田原青年会議所　元理事長　奈良 靖久 氏

【略歴】
2016 年リオデジャネイロオリン
ピックにカンボジア代表として
出場。東京マラソン 2023 にも
参加し、８年ぶりに自己記録を
更新（２時間 27 分２秒）

　ギリシャの地名「マラトン（Marathon）」を英語読みしたものです。
　紀元前 490 年頃、ギリシャ軍の兵士が戦場のマラトンからアテネまでの約40km を走り、勝利を報告した後、
絶命したという故事に由来しています。

マラソンの語源は？

マラソンが 42.195km と中途半端な距離の理由は？
　元々は 42km でしたが、マラソンを観戦していたイギリスのアレキサンドラ王妃が、お城の窓から見えるよ
うにスタート地点をウィンザーズ城、ゴールは自分が観戦するロイヤルボックスの前と要望したからと言われ
ています。この結果、マラソンの距離が 42.195km となり、それまでバラバラだったオリンピックのマラソン
距離が、パリ大会（1924 年）以降正式に 42.195km に統一されました。

マラソンコースの２つの計測方法
❶ワイヤー計測
　　第１回大会時の計測はワイヤー計測で行い、日本陸連の検定員１名と那須陸上競技協会と市職員などが

42.195㎞をスタートからゴール、ゴールからスタートと２班に分かれて 100 ｍスチール製ワイヤーと 100㎝
の竹の棒（右左折、カーブ用）を駆使して尺取虫のように徒歩で計測を行いました。

❷自転車計測
　　第 33 回大会の大田原マラソン新コースは自転車計測で行い、日本陸連の検定員３名が計測用自転車で

42.195㎞の走路を最短コースで駆け抜けて計測を行いました。

第 33 回大会コース高低図第１回大会ポスター 第 33 回大会ポスター

今大会を盛り上げてくれる
猫ひろし さん

　今年は４年ぶりの開催！大田原マラソンは、
制限時間４時間を掲げ、発足当時のコンセプト
である「若手の新人発掘、育成」に一貫して取
り組み、Run as One – Tokyo Marathon による
東京マラソンとの協定、MCC（マラソンチャレ
ンジカップ）への参加と、着実にその歩みを進
めてまいりました。
　今大会はコロナ禍を経ての最初の大会となり
ます。11 月 23 日㊍㊗（勤労感謝の日）に全国か
らマラソン、10㎞コースと「自己への挑戦」を
掲げたランナーたちが大田原市に集結します。
　市民の皆さまには交通規制などでご迷惑をお
掛けしますが、ぜひコース沿道で一生懸命走る
挑戦者（ランナー）たちに熱い声援を送ってく
ださいますようよろしくお願いします。

猫ひろしさんからのコメント
『初の大田原マラソン、全力で

走って全力で盛り上げられるよ
う猫まっしぐらに頑張ります！
ニャー』

みんな
気がついた
かな？

　また、今大会ポスターの
背景の山は、実は４代目
コースの高低図を逆さまに
した形となっています。
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大田原市財政の「健全化判断比率」の公表
令和４年度決算に基づく

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により、地方公共団体の財政が健全かどうかを判断する指標と
して、「健全化判断比率等」を算定し、監査委員の審査を経て、議会への報告や住民に公表することが義務付け
られています。今回は、令和４年度決算に基づいて算定した「健全化判断比率等」をお知らせします。
●令和４年度決算に基づく健全化判断比率と資金不足比率 （単位：％）

区　　分 令和４年度 令和３年度 早期健全
化基準

財政再生
基準

経営健全
化基準 令和４年度の結果

実質赤字比率
　一般会計などにおいて、歳入が歳出に不足する場
合に、この不足額（赤字額）の標準財政規模（※）に対
する比率。財政運営の悪化の度合いを示すもの。

－ － 12.54 20.0
歳出に対して歳入
が不足する会計が
なかったため算定
されませんでした。連結実質赤字比率

　公営企業会計を含む全会計の歳入不足額（赤
字）の標準財政規模に対する比率。市全体の財政
運営の悪化の度合いを示すもの。

－ － 17.54 30.0

実質公債費比率
　一般会計などにおける公債費（借入金の返済）など
の標準財政規模に対する比率（過去３か年の平均）。
公債費への財政負担と資金繰りの程度を示すもの。

6.2 6.0 25.0 35.0

単年度の比率が上
昇し、今年度の比
率として用いる３
か年平均も上昇し
ました。

将来負担比率
　一般会計などが将来負担すべき実質的な負債（借
入金の残高など）の標準財政規模に対する比率。将
来財政を圧迫する可能性の度合いを示すもの。

37.0 51.9 350.0

地方債の残高が減
少したことなどに
より、前年度に比
べ比率は下降しま
した。

資金不足比率
　上水道・下水道事業などの公営企業会計において
資金不足の場合に、この不足額の当該事業の規模に
対する比率。経営状態の悪化の度合いを示すもの。

－ － 20.0

歳出に対して歳入
が不足する会計が
なかったため、算
定されませんでし
た。

※標準財政規模：地方公共団体の一般財源（市税、普通交付税、譲与税など）の標準的な大きさを示す指標。
※実質赤字比率、連結実質赤字比率、資金不足比率は、赤字や資金不足ではないため、「－」で表示しています。

●健全化判断区分および取り組み
判断区分 取り組み
健全段階 ①指標の公表　②健全な財政運営の維持

早期健全化段階
①財政健全化計画の策定（議会の議決、公表、策定にあたり外部監査を受ける）
②上記計画の実施状況を議会へ報告、公表
③早期健全化が著しく困難と認められる場合は、国、県から勧告がある

財政再生段階

①財政再生計画の策定（議会の議決、公表、策定にあたり外部監査を受ける）
②公共事業の財源としての地方債（借入金）を起こすことが制限されることがある
③当該計画を推進するための特別な地方債を起こすことが可能となる
④財政運営が当該計画と適合しない場合は、国、県から勧告がある

●対象となる会計
　　地方公共団体には、議会費、総務費、民生費、土木費、教育費などの基本的経費が計上されている「一般会

計」と国民健康保険事業や上水道事業、下水道事業などの特定の事業を行う「特別会計」があります。健全化判
断比率の算定は、特別地方公共団体である須賀川財産区を除くすべての会計を対象としています。

　　さらに、那須地区広域行政事務組合、那須地区消防組合など、市が負担金や補助金を支出している団体な
ども比率算定の対象となります。

●今後の財政運営
　　令和５年度は、歳入の大宗を占める市税については、円安やウクライナ情勢の長期化による原油価格・物

価高騰の影響により不透明な状況であり、伸び悩む可能性があります。一方、歳出については、公共施設等
総合管理計画に基づく公共施設の老朽化対策及び子育て支援や各種福祉関係に係る社会保障関係経費の増加
が見込まれています。歳出に対し、不足する歳入については、前年度の繰越金や、国や金融機関などからの
借入金である地方債の発行により対応することとしています。

　　健全化判断比率から判断される本市の令和４年度末の財政状況は、法律の定める「早期健全化基準」は下回っ
ているものの、実質公債費比率および将来負担比率は県内他市と比べると高い比率で推移しており、今後も
比率の上昇を抑えるため、徹底した歳入確保、歳出削減に取り組むとともに、計画的な財政運営に努めてま
いります。

財政課　本６階
０２８７（２３）８７９７

ト ピ ッ ク ス
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大田原市議会議員選挙のお知らせ 選挙管理委員会　本８階
０２８７（２３）８７３６

◎投票所入場券裏面の『期日前投票宣誓書（兼請求書）』に必要事項を記入してご持参ください。
◎投票所入場券は 11月13日㊊から順次発送します。郵便事情によりお手元に届くまでに４日程度かかる場合が

あります。入場券がお手元に届く前でも、期日前投票所に備えてある宣誓書を利用して投票ができます。

期日前投票所 期　　間 時　　間

市役所本庁舎 101 市民協働ホール 11月13日㊊～18日㊏ 午前８時30分～午後８時

黒羽庁舎１階ロビー 11月13日㊊～18日㊏ 午前８時30分～午後５時

湯津上庁舎102会議室 11月13日㊊～17日㊎
※11月18日㊏は開設しません 午前８時30分～午後５時

両郷地区コミュニティセンター会議室（両郷出張所） 11月15日㊌ 午前９時～正午

黒羽農業構造改善センター会議室（須賀川出張所） 11月15日㊌ 午後１時30分～４時30分

佐久山地区公民館会議室 11月16日㊍ 午前９時～正午

野崎研修センター会議室 11月16日㊍ 午後１時30分～４時30分

  道の駅那須与一の郷情報館研修室 11月17日㊎～18日㊏ 午前９時～午後６時

放送日 午前10時 午後０時30分 午後４時30分

11月13日㊊ 大田原中学校 若草中学校

11月14日㊋ 親園中学校 大田原中学校

11月15日㊌ 大田原中学校 金田北中学校

11月16日㊍ 大田原中学校 金田南中学校 大田原中学校

11月17日㊎ 若草中学校 大田原中学校 親園中学校

11月18日㊏ 大田原中学校 金田北中学校 大田原中学校

11月19日㊐ 大田原中学校 金田南中学校 大田原中学校

期日前投票をご利用ください

●投票日　11 月 19 日㊐
●投票時間　午前７時～午後６時
●投票できる方
　平成 17 年 11 月 20 日以前に生まれた方で、令和５

年８月 11 日以前から（転入者については、同日ま
でに転入届をした方）大田原市に引き続き住所（住民

登録）があり、選挙人名簿に登録されている方。
※ 11月19日までに他の市町村に転出した方は、投票

入場券が郵送されても投票はできません。
●期日前投票
　期日前投票所は以下のとおり開設します。

　デマンド交通（らくらく与一号）を利用して投票所に行く
ことができます。（ＷＥＢまたは電話で予約が必要）

デマンド交通が利用できます

【電話予約先】
山和タクシー有限会社
予約センター

０２８７（２６）１７１７

★湯津上庁舎期日前投票所を 11 月 18 日㊏に
開設しないことに伴い、湯津上地区にお住まい
の方が 11月18日㊏に期日前投票所ま
でデマンド交通を利用する場合は、
往復分の利用者負担額が無料になり
ます。詳細は市HPをご覧ください。

【ＷＥＢ予約（要登録）】
詳細は、市HPを
ご覧ください。

不在者投票が利用できます
　投票所に行くことができない方は、不在
者投票制度を利用できます。詳細は市ｈを
ご覧ください。
1不在者投票ができる方
①仕事や学業などの都合で市外に滞在している方
②身体に重度の障害があり、一定の要件に該当する

障害者手帳などを持っている方、または要介護５
に認定されている方

2病院や老人ホームなどに入院・入所中の方の不在者投票
　都道府県選挙管理委員会から指定を受けている病
院や老人ホームなどの施設に入院・入所中の方は、
その施設内で不在者投票をすることができます。詳
細は、入院・入所中の施設にお問い合わせください。

ぬり絵展示会を開催します

中学生が啓発放送を行います

　市内幼稚園・保育園の年長児から応募のあった選挙啓発ぬり絵の展示会を行います。
●日時　11月13日㊊～18日㊏午前８時30分～午後８時
※期日前投票期間と同じです。
●場所　市役所本庁舎 101 市民協働ホール前

　市内中学生が防災行政無線を利用し、投票を呼び掛
ける啓発放送を行います。HP
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大田原市はたちの集い
●日時　令和６年１月３日㊌
　午前 10 時開式（受付時間：午前９時～９時 50 分）
●場所　那須野が原ハーモニーホール
●対象者　平成 15 年４月２日～平成 16 年４月１日

に生まれた方で大田原市はたちの集いに参加を希望
する方

●式典への参加
　▶令和５年 11 月１日現在市内に住民登録のある方

には、11 月中旬に案内状を郵送します。
　▶市内に住民登録のない方で参加を希望され

る方は、12月１日㊎までに電話または市ｈ
メールフォームからお申し込みください。

※ご家族は３階席で観覧可能です。
※詳細・変更などは、市ｈをご覧ください。

生涯学習課　本４階　 ０２８７（２３）２００５

火災予防用絵画審査結果 大田原市防火管理協会事務局（大田原消防署内）
０２８７（２８）５１００

　市防火管理協会では、家庭や職場・地域における防火意識の高揚、普及啓発を目的に市内小学校５年生～中
学校２年生までの４学年から火災予防用絵画を募集しました。応募総数 51 点を審査した結果、以下の８名の方
が入賞されました。

　【小学校５年生の部】
最優秀賞  伊藤 愛永（紫塚小学校）
優秀賞　  大島 唯花（親園小学校）

　【小学校６年生の部】
最優秀賞  磯 颯峯（親園小学校）
優秀賞　  益子 芽生（両郷中央小学校）

　【中学校１年生の部】
最優秀賞  小松﨑 梨未（若草中学校）
優秀賞　  大橋 弘明（若草中学校）

　【中学校２年生の部】
最優秀賞  藤田 萌愛（黒羽中学校）
優秀賞　  花塚 孝史（黒羽中学校）

HP

HP

●日時　12 月３日㊐午前９時 30 分～午後４時
●場所　栃木県なかがわ水遊園特設会場
●内容　まるごとマルシェ大田原（大田原ブランド・俺

の味商店街・パンとコーヒー　ほか）
●募集　まるごとマルシェ大田原の出店者を募集しま

す。締め切りは 11 月７日㊋です。詳細は湯津上商工
会までお問い合わせください。

天狗王国まつり開催・出店者募集
歴史と文化・食の祭典 湯津上商工会

　０２８７（９８）２５２７

　 情報政策課　本６階
　０２８７（２３）８７００

本

　市では、市公式ホームページに掲載するバナー広告を募集しています。詳細は市ホームページをご覧ください。
●掲載料　１枠につき月額4,000円、３か月連続で10,000円
●画像サイズ　縦：50 ピクセル　横：150 ピクセル　　　　　　　　　　　　　　  ▼このバナーをクリック
●申込方法　市HPから広告掲載申込書をダウンロードして申し込み
※詳細は、市HPトップページ右側中段に表示される「バナー広告募集中！」から
　専用ページ「バナー広告を募集しています」をご覧ください。

市ホームページバナー広告募集

※敬称略
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●日時　11 月 13 日㊊～ 17 日㊎
　　　　午後 11 時～午前５時予定
●場所　新富町全域
　　　　中央１丁目一部
　　　　元町１丁目
　　　　元町２丁目一部
●内容　消火栓などの使用による

流速変化によるにごり水の発生
をなくすために、水道管の清掃
作業を実施します。

●該当区域の皆さまへ
　　作業中はにごり水が出る恐れ

がありますので、水道の利用は
お控えください。

上下水道課　本５階
０２８７（２３）８７１３

与一の郷ごころ便
　市内で生産される新鮮な農産物を、懐かしい方やお世話になった方に贈ってみませんか。
●受付開始　11 月９日㊍から
●数量　400 個（先着順）
●予定農産物　米、三五八床、白美人ねぎ、味噌、春菊、にら、

豆餅、ゆず、さつまいも、ぎんなん、人参、椎茸、梨、紅茶など
※品目が変更になる場合があります。
●価格　１個 5,500 円（送料、税込み）
※沖縄および離島配送料については別途 1,000 円かかります。
●発送予定日　12 月 12 日㊋
●申込方法　市農業公社、市役所、各市施設、市内のＪＡ

各支店の窓口などに備えてある申込書に必要事項を記
入のうえ、次のいずれかの方法で申し込み

【現金払い】申込書とともに市農業公社へ直接持参
【振込払い】申込書を郵送またはＦＡⅩで市農業公社へ送付し代金は申込書記載の指定口座へ振込

申込受付を開始します

水道管の洗管作業の実施について

大田原市農業公社　〒 324-0041　大田原市本町１－３－１
０２８７（２３）４８３４　　０２８７（２３）４８５７

佐久山御殿山紅葉まつり
　推定樹齢約 180 年といわれるイロハモミジをはじめ、
素晴らしい紅葉が見られます。期間中はライトアップ

（午後５時～９時）が行われ、幻想的な雰囲気を楽しむ
ことができます。　
●期間　11 月 10 日㊎～ 25 日㊏
※農産物の直売は期間中の午前 10 時～午後３時です。

【紅葉まつりイベント】
佐久山地区産業文化祭と同時開催します。
▶餅つき（福原餅つき唄保存会）
　11 月 19 日㊐午前 11 時、午後０時 30 分
▶野

の だ て

点茶会
　11 月 19 日㊐午前 10 時、午前 10 時 40 分、午前 11 時

20 分、午後０時 10 分、午後１時、午後１時 40 分
※各回 35 名、野点会場にて開始１時間前から茶券を販

売します。

▶ 箏
そうきょく

曲 演奏（国際医療福祉大学箏曲部）
　11 月 19 日㊐午前 10 時 40 分、午前 11 時 20 分
▶雅楽吹奏（佐久山小学校児童雅楽部）
　11 月 19 日㊐午後０時 10 分から
▶雅楽吹奏（正浄寺雅楽隊）
　11 月 19 日㊐午後１時 40 分から
※イベント開催場所は餅つきが佐久山小学校、他は御

殿山登口右側（雨天時は佐久山小学校食堂）です。
【秋の短歌・俳句募集】

　『佐久山地区の秋』に因んだ短歌や俳句を募集しま
す。ぜひご応募ください。
●申込方法　11 月 10 日㊎～ 25 日㊏に御殿山公園駐

車場に設置された投函箱に投函して申し込み
【佐久山風物詩写真展応募用紙】

　応募用紙・要項は、期間中案内所にご用意しています。

大田原市観光協会
０２８７（５４）１１１０

しんとみ保育園

神明町交差点

大田原女子高等学校

金燈籠

大田原小学校
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家族で！地域で！
子どものむし歯を予防しましょう

　子どもの健やかな歯を育てるためには、お父さんやお母さんだけではなく、おじいちゃんやおばあちゃん、
そして地域の皆さまの協力が必要です。今回は、本市の子どものむし歯の状況と、予防のポイントについて紹
介します。
　令和４年度の本市の子どものむし歯有病者率（むし歯のある子の率）は１歳６か月児健診 0.2％、２歳児歯科健
診 2.4％、３歳児健診 12.4％で、２歳児歯科健診から３歳児健診までの間にむし歯になる子どもが多い状況です。
　また、各健診におけるむし歯有病者率は年々減少傾向にありますが、国や県と比較すると、３歳児のむし歯
有病率は高い状況です。

子ども幸福課　本３階
０２８７（２３）８６３４

「時間を決めて食べる」ことが大切です
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※pH の値が小さければ小さいほど酸性の性質が強く
なり、歯が溶けやすくなります。

大田原市の子どものむし歯有病率の推移

① 規則正しい食生活
②保護者による毎日の仕上げ磨き
③定期的な歯科健診

１歳６か月児健診 ２歳児歯科健診 ３歳児健診 ※令和２年度実績
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唾液により歯が修復されている時間
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３歳児健診における
むし歯有病率の比較

　飲食前の口の中は中性（ pH =７）ですが、飲食
を開始するとすぐに酸性に傾きます。
　お口の中が酸性になると歯のミネラル分が溶け
出しますが、飲食が終わるとだ液の働きによって、
口の中が中性に戻り、歯の溶けた部分が修復され
ます。これを「再石灰化」といいます。
　しかし、食事と食事の間にちょこちょこおやつ
を食べる「だらだら食べ」やジュースなど甘い飲み
物の「だらだら飲み」をしていると、だ液によって
歯を修復する時間が十分に取れないため、むし歯
になりやすくなります。
　実際に、乳幼児健診でむし歯のある子どもたち
には、おやつやジュースをよく摂取しているとい
う共通点が見られています。特にジュースや市販
飲料の多くは、糖分を
多く含んでいるだけで
なく、酸性であるため、
普段の飲み物は水やお
茶がおすすめです。

だらだら食
べってよく
ないの！？

みんなで子どもの
かわいい白い歯を
守りましょう

むし歯から子どもを守るための３つのポイント
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広
げ
る
場
所
と
な
る「
通
い
の
場
」の

活
動
を
活
性
化
す
る
た
め
に
、
講
演

会
と
事
例
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
10
日
㊎
午
後
１
時
～

３
時
40
分（
開
場
午
後
０
時
30
分
）

●
場
所　

那
須
与
一
伝
承
館　

多
目

的
ホ
ー
ル

●
定
員　

１
５
０
名（
先
着
順
）

●
費
用　

無
料

●
申
込
方
法　

申
込
不
要

【
講
演
会
】

●
演
題
　
フ
レ
イ
ル
予
防「
運
動
」

～
生
き
活
き
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
～

●
講
師　

医
療
法
人
大
那 

だ
い
な

リ
ハ
ビ
リ
ク
リ
ニ
ッ
ク 

リ
ハ
ビ

リ
・
看
護
課
長 
細
井 

直
人 

氏

●
演
題
　
通
い
の
場
で
楽
し
め
る
簡

単
に
で
き
る
料
理
レ
シ
ピ

●
講
師　

栄
養
士 

越
沼 
美
知
代 

氏

【
事
例
発
表
会
】

●
内
容　

市
内
通
い
の
場
３
団
体
に

よ
る
事
例
発
表

問
高
齢
者
幸
福
課　

本
３
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
７
４
０

　

認
知
症
に
関
す
る
正
し
い
知
識
と

対
応
方
法
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
研
修
会
終
了
後
、
介
護
者

同
士
の
交
流
、
話
し
合
い
も
予
定
し

て
い
ま
す
。

●
日
時　

12
月
11
日
㊊
午
後
１
時
30

分
～
４
時

●
場
所　

本
庁
舎
１
階　

市
民
協
働

ホ
ー
ル

●
定
員　

30
名（
先
着
順
）

●
講
師　

国
際
医
療
福
祉
大
学
作
業

療
法
学
科
教
授 

小
賀
野 

操 

氏

●
申
込
方
法　

11
月
６
日
㊊
～
12
月

１
日
㊎
ま
で
に
左
記
へ
電
話
で
申

し
込
み

問
高
齢
者
幸
福
課　

本
３
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
７
５
７

　

大
田
原
市
障
害
者
福
祉
計
画
の
改

定
案
を
公
開
し
、
広
く
市
民
の
皆
さ

ま
か
ら
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

●
閲
覧
・
意
見
募
集
期
間　

11
月
27

日
㊊
～
12
月
20
日
㊌

●
計
画
案
の
閲
覧
場
所　

市
HP
、福

祉
課
、湯
津
上
支
所
、黒
羽
支
所

※
窓
口
で
の
閲
覧
は
、
平
日
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
に
な
り
ま
す
。

●
提
出
方
法　

所
定
の
用
紙
ま
た
は

任
意
の
用
紙
に「
大
田
原
市
障
害

者
福
祉
計
画（
案
）」、住
所
、氏
名
、

連
絡
先
、提
出
者
の
区
分（
市
内
在

住
、市
内
在
勤
、市
内
在
学
、市
の

納
税
義
務
者
、利
害
関
係
者
）を
記

載
し
、郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル
で

提
出
す
る
か
、閲
覧
場
所
へ
直
接

提
出（
12
月
20
日
㊌
必
着
）

●
意
見
の
公
表　

提
出
さ
れ
た
意

見
・
提
案
は
取
り
ま
と
め
た
う
え

で
後
日
公
表

※
提
出
者
の
氏
名
、そ
の
他
の
個
人

情
報
は
公
開
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、

個
々
の
意
見
に
対
し
て
個
別
の
回

答
は
し
ま
せ
ん
。

問
申
福
祉
課　

本
３
階

〒
３
２
４
‐
８
６
４
１

　

大
田
原
市
本
町
１
‐
４
‐
１

　

０
２
８
７（
２
３
）８
９
５
４

　

０
２
８
７（
２
３
）１
３
８
９

　

fu
ku

sh
i@

city.o
h

taw
ara.

tochigi.jp

　

献
血
は
命
を
つ
な
ぐ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
30
日
㊍
午
前
10
時
～

午
後
４
時

●
場
所　

本
庁
舎
１
階　

市
民
協
働

ホ
ー
ル

●
対
象
者　

16
～
69
歳
の
健
康
な
方

※
65
歳
以
上
の
方
に
つ
い
て
は
、
献

血
さ
れ
る
方
の
健
康
を
考
慮
し
60

～
64
歳
の
間
に
献
血
経
験
が
あ
る

方
に
限
り
ま
す
。

問
栃
木
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
推

進
課

　

０
２
８（
６
５
９
）０
１
１
４

市 か ら の お 知 ら せ
体県立県北体育館黒黒羽庁舎

湯湯津上庁舎本本庁舎

子
育
て

健
康
・
福
祉

11
月
は
「
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
」
で
す

認
知
症
介
護
者
研
修
会
開
催

出
張
献
血
の
お
知
ら
せ

「
大
田
原
市
障
害
者
福
祉
計
画

（
案
）」
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集

問問

申

問

本

問問

本

問

本

※財源確保のため、有料公告を掲載しています。

「
地
域
の
居
場
所
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

～
フ
レ
イ
ル
予
防
は
仲
間
づ
く
り

か
ら
～
」
開
催

本
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市
内
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
を
利
用
し
て
い
る
方
が
制
作
し
た

作
品
を
展
示
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

11
月
20
日
㊊
～
12
月
14
日

㊍
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分（
㊏
㊐
㊗
を
除
く
）

●
場
所　

本
庁
舎
２
階　

東
側
ラ
ウ

ン
ジ（
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

●
費
用　

無
料

問
福
祉
課　

本
３
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
９
５
４

　

厚
生
労
働
省
で
は
、「
１
に
予
防
、

２
に
健
診
、し
っ
か
り
治
療
で
糖
尿

病
阻
止
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、糖
尿
病

の
予
防
と
重
症
化
防
止
に
向
け
た
啓

発
運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、糖
尿
病
な
ど
の
生

活
習
慣
病
を
正
し
く
理
解
し
、皆
さ

ま
の
健
康
づ
く
り
に
お
役
立
て
く
だ

さ
い
。

問
健
康
政
策
課　
　

３
階

　

０
２
８
７（
２
３
）７
６
０
１

　

女
性
特
有
の
健
康
課
題
に
つ
い
て

の
正
し
い
知
識
を
学
び
、
生
涯
を
通

じ
た
職
場
や
家
庭
、
地
域
で
の
女
性

の
活
躍
を
応
援
し
ま
す
。

●
日
時　

12
月
２
日
㊏
午
後
２
時
15

分
～
３
時
30
分

●
場
所　

ト
コ
ト
コ
大
田
原
３
階

　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
中
会
議
室

●
演
題　
「
女
性
の
健
康（
更
年
期
・

Ｐ
Ｍ
Ｓ
）に
つ
い
て
～
予
防
医
学

の
観
点
か
ら
～
」

※
Ｐ
Ｍ
Ｓ
…
月
経
前
症
候
群（
生
理

前
に
現
れ
る
心
身
の
不
調
）

●
講
師　

新
小
山
市
民
病
院 

予
防

医
学
セ
ン
タ
ー
長 

中
野 

真
宏 

氏

●
対
象
者
　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤

の
方（
男
性
も
参
加
可
）

●
定
員　

40
名（
先
着
順
）

●
費
用　

無
料

●
申
込
方
法　

11
月
６
日
㊊
～
24
日

㊎
に
左
記
へ
電
話
で
申
し
込
み

問
申
政
策
推
進
課　

本
６
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
７
１
５

　

長
期
療
養
中
の
方
を
対
象
に
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
宇
都
宮
の
専
門
の
就
職

支
援
担
当
者
が
就
職
支
援
を
行
い
ま

す
。

●
日
時　

11
月
10
日
㊎
午
前
10
時
30

分
～
正
午

●
場
所　

那
須
赤
十
字
病
院　

が
ん

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者　

長
期
療
養
中
の
方

●
定
員　

数
名（
先
着
順
）

●
費
用　

無
料

●
申
込
方
法　

11
月
８
日
㊌
平
日
午

前
９
時
～
午
後
４
時
に
左
記
へ
電

話
で
申
し
込
み

問
申
那
須
赤
十
字
病
院
が
ん
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー

　

０
８
０（
７
５
７
６
）２
６
５
５

　

が
ん
患
者
お
よ
び
ご
家
族
が
、
専

門
家
や
体
験
者
と
が
ん
に
つ
い
て
会

話
や
相
談
す
る
会
で
す
。12
月
は「
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て
」を
テ
ー

マ
に
、
公
認
心
理
師
が
日
頃
の
疑
問

に
お
答
え
し
ま
す
。

●
日
時　

12
月
２
日
㊏
午
前
10
時
～

11
時

●
場
所　

那
須
赤
十
字
病
院　

多
目

的
ホ
ー
ル（
ア
イ
ン
薬
局
２
階
）

●
対
象
者　

が
ん
患
者
お
よ
び
ご
家
族

●
定
員　

16
名（
先
着
順
）

●
費
用　

無
料

●
申
込
方
法　

11
月
30
日
㊍
平
日
午

前
９
時
～
午
後
４
時
30
分
に
左
記

へ
電
話
で
申
し
込
み

問
申
那
須
赤
十
字
病
院

　

０
２
８
７（
２
３
）１
１
２
２

　

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
の
健
康
保
持
・
増
進
お
よ
び
特
定

健
診
受
診
率
向
上
を
目
的
と
し
て
、

事
業
所
で
実
施
さ
れ
て
い
る
定
期
健

診
の
結
果
収
集
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

ご
協
力
い
た
だ
け
る
事
業
主
お
よ

び
従
業
員
の
方
は
、
国
保
年
金
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
過
去
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
事
業

所
に
は
、
協
力
依
頼
を
10
月
に
送

付
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
者　

大
田
原
市
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者（
40
～
74
歳
）の
方
で

職
場
で
定
期
健
診
を
受
診
し
た
方

●
ご
提
供
い
た
だ
き
た
い
も
の

　

令
和
５
年
度
の
定
期
健
診
結
果
の

年
金
・
国
保

※財源確保のため、有料公告を掲載しています。

障
害
者（
児
）の
作
品
展
示
会

女
性
の
健
康
講
座
参
加
者
募
集

11
月
は
「
糖
尿
病
予
防
・
重
症

化
防
止
強
化
月
間
」
で
す

那
須
赤
十
字
病
院

臨
時
就
労
支
援
相
談
会
開
催

那
須
赤
十
字
病
院

第
98
回
が
ん
の
つ
ど
い
開
催

健
診
結
果
デ
ー
タ
の
提
供
に
ご

協
力
く
だ
さ
い

厚生労働省
「スマート・ライ

フ・プロジェクト」

昨年の展示の様子

問

本

問

本

申
問

本

申
問

申
問
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写
し

●
必
要
な
検
査
項
目

　

特
定
健
診
の
必
須
項
目

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
国
保
年
金
課　

本
２
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
９
２
８

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発
医

薬
品
）と
は
、
先
発
医
薬
品
と
同
一

の
有
効
成
分
を
同
一
量
含
み
、効
能
・

効
果
が
原
則
的
に
同
一
で
あ
り
、
先

発
医
薬
品
と
同
等
の
臨
床
効
果
・
作

用
が
得
ら
れ
る
医
薬
品
を
い
い
ま

す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
開
発

費
を
低
く
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
薬
価
が
安
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

医
療
費
の
適
正
化
の
た
め
、
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

問
国
保
年
金
課　

本
２
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
８
５
７

【
営
業
所
得
・
不
動
産
所
得
が
あ
る

方
】

●
日
時　

12
月
７
日
㊍
午
前
10
時
～

11
時
30
分

【
農
業
所
得
が
あ
る
方
】

●
日
時　

12
月
７
日
㊍
午
後
２
時
～

３
時
30
分

【
共
通
】

●
場
所　

大
田
原
商
工
会
議
所
３
階

会
議
室（
山
の
手
１
丁
目
１
番
１

号
）

●
定
員
　
各
20
名（
先
着
順
）

※
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

●
注
意
事
項

・
開
催
会
場
へ
の
直
接
の
問
い
合
わ

せ
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

・
会
場
の
駐
車
場
は
駐
車
台
数
に
限

り
が
あ
る
た
め
、
可
能
な
限
り

公
共
交
通
機
関
の
ご
利
用
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
大
田
原
税
務
署

　

０
２
８
７（
２
２
）３
１
１
８

【
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
】

　

消
費
税
の
基
本
的
な
仕
組
み
、
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
の
概
要
、
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
に
関
す
る
税
制
改
正
事
項
の

説
明
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

12
月
８
日
㊎
午
後
２
時
～

３
時（
事
前
予
約
12
月
７
日
㊍
ま

で
）

●
場
所　

大
田
原
税
務
署
別
館
２
階

会
議
室

●
定
員　

20
名（
先
着
順
）

【
登
録
要
否
相
談
会
】

　

登
録
の
考
え
方
や
必
要
な
情
報
な

ど
の
案
内
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

12
月
８
日
㊎
午
後
３
時
～

４
時（
事
前
予
約
12
月
７
日
㊍
ま

で
）

●
場
所　

大
田
原
税
務
署
別
館
２
階

会
議
室

●
相
談
時
間　

１
組
60
分

●
定
員　

５
名
程
度（
先
着
順
）

【
共
通
】

●
申
込
方
法
　
事
前
予
約
期
限
ま
で

に
左
記
へ
電
話
で
申
し
込
み

問
大
田
原
税
務
署

　

０
２
８
７（
２
２
）３
１
１
８

　

こ
れ
ま
で
税
務
署
を
仲
介
し
て
い

た「
国
税
局
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」に

つ
い
て
、
全
国
一
律
の
電
話
番
号
か

ら
直
接
つ
な
が
る「
国
税
相
談
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
」が
導
入
さ
れ
ま
す
。

●
導
入
日　

11
月
１
日
㊌

●
電
話
番
号　

０
５
７
０（
０
０
）

５
９
０
１（
全
国
一
律
料
金
）

●
受
付
時
間　

平
日
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時（
㊏
㊐
㊗
お
よ
び
12

月
29
日
～
１
月
３
日
を
除
く
）

●
注
意
事
項

・
相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、
大
田
原

税
務
署
へ
の
ご
相
談
を
お
願
い

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
税
務
署
か
ら
の
お
尋
ね
に
関
す
る

ご
質
問
は
、
税
務
署
へ
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
（
大
田
原
税
務
署

に
電
話
し
て
音
声
案
内
【
２
】
を

選
択
し
て
く
だ
さ
い
。
）

・
国
税
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
に
繋
が

ら
な
い
場
合
は
、
大
田
原
税
務
署

に
電
話
し
て
音
声
案
内
【
１
】
を

選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

問
大
田
原
税
務
署

　

０
２
８
７（
２
２
）３
１
１
５

●
納
付
期
限　

11
月
30
日
㊍

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア（
税
額

30
万
円
以
下
の
も
の
）ま
た
は
納
税

通
知
書
に
印
字
さ
れ
た
二
次
元
コ
ー

ド
を
利
用
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

納
付（
決
済
手
数
料
別
途
）、
ペ
イ

ジ
ー
納
付
、
ペ
イ
ア
プ
リ
で
納
付
で

き
ま
す
。
口
座
振
替
を
利
用
し
て
い

る
方
は
、
振
替
日
の
前
日
ま
で
に
口

座
の
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
栃
木
県
大
田
原
県
税
事
務
所

　

０
２
８
７（
２
３
）４
１
７
２

税

※財源確保のため、有料公告を掲載しています。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発
医

薬
品
）を
ご
利
用
く
だ
さ
い

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会
・
登

録
要
否
相
談
会
の
ご
案
内

11
月
は
個
人
事
業
税（
２
期
分
）

の
納
付
月
で
す

国
税
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
が
導

入
さ
れ
ま
す

決
算
説
明
会
・
消
費
税
等
説
明

会
開
催
の
お
知
ら
せ

問

本

問

本

問

問

問問
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国
税
庁
で
は
、
毎
年
11
月
11
日
か

ら
11
月
17
日
ま
で
を「
税
を
考
え
る

週
間
」と
定
め
、
広
報
・
広
聴
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

期
間
中
、大
田
原
税
務
署
で
は「
税

に
つ
い
て
の
作
文（
中
学
生
・
高
校

生
）」の
優
秀
作
品
を
パ
ネ
ル
展
示
に

て
紹
介
し
ま
す
。

●
期
間　

11
月
11
日
㊏
～
17
日
㊎

●
場
所　

大
田
原
税
務
署
、栃
木
県

大
田
原
県
税
事
務
所
、大
田
原
市
役

所
、各
金
融
機
関
、大
田
原
図
書
館
、

黒
羽
図
書
館
、ト
コ
ト
コ
大
田
原
、

東
武
宇
都
宮
百
貨
店
大
田
原
店

問
大
田
原
税
務
署

　

０
２
８
７（
２
２
）３
１
１
５

●
掲
載
箇
所　

令
和
６
年
度
ご
み
分

別
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー

●
規
格（
１
枠
）　

縦
89
㎜
×
横

１
２
０
㎜

※
カ
レ
ン
ダ
ー
全
体
の
構
成
に
よ
っ

て
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
色　

フ
ル
カ
ラ
ー

●
掲
載
期
間　

令
和
６
年
４
月
～
令

和
７
年
３
月

●
応
募
枠　

６
枠

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り

ま
す
。

●
掲
載
料　

１
枠
あ
た
り
５
万
円

※
広
告
掲
載
決
定
後
、
指
定
日
ま
で

に
一
括
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
広
告
図
案
な
ど
の
必

要
書
類
を
添
え
て
、
11
月
24
日
㊎

ま
で
に
左
記
へ
申
し
込
み

※
詳
細
は
、
市
HP
を
ご
覧

　

く
だ
さ
い
。

問
申
生
活
環
境
課　

本
２
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
７
０
６

●
物
件　

▼
下
石
上
１
件
▼
薄
葉
４

件
▼
前
田
１
件
▼
小
滝
２
件
▼

住
吉
町
一
丁
目
１
件

※
最
低
入
札
価
格
な
ど
の
詳
細
は
広

報
お
お
た
わ
ら
12
月
号
に
掲
載

し
ま
す
。

●
現
地
説
明　

12
月
23
日
㊏

※
現
地
説
明
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

12
月
11
日
㊊
～
15
日
㊎
に
左
記

へ
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
入
札
申
込
受
付　

令
和
６
年
１
月

４
日
㊍
～
12
日
㊎
午
前
９
時
～

午
後
５
時

※
１
月
10
日
㊌
は
午
前
９
時
～
午
後

７
時
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

●
入
札
参
加
資
格　

個
人
ま
た
は
法
人

●
入
札
日
時　

令
和
６
年
２
月
３
日
㊏

・
受
付
…
午
前
９
時
～
９
時
30
分

・
開
札
…
午
前
９
時
50
分

●
入
札
場
所　

本
庁
舎
１
階
１
０
２

会
議
室

●
入
札
保
証
金　

入
札
金
額
の
１
０
０

分
の
５
以
上

※
入
札
に
参
加
さ
れ
る
方
は
、
入
札

場
所
で
入
札
保
証
金
を
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

問
申
総
務
課　

本
６
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
７
９
５

　

国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
令
和

５
年
地
価
調
査
価
格（
令
和
５
年
７

月
１
日
時
点
）は
、
都
市
計
画
課
、

湯
津
上
支
所
、
黒
羽
支
所
、
市
HP
で

閲
覧
で
き
ま
す
。

問
都
市
計
画
課　

本
５
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
７
１
１

　

市
で
は
、
男
女
の
性
別
に
か
か
わ

り
な
く
、
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き

る
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
者
を
募

集
し
表
彰
し
ま
す
。

●
対
象
事
業
者　

次
の
取
り
組
み
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
る
市
内
の

事
業
者

①
性
別
に
と
ら
わ
れ
な
い
能
力
活
用

や
女
性
の
職
域
拡
大
の
た
め
の

取
組

②
仕
事
と
家
庭
生
活
、
そ
の
他
の
活

動
と
の
両
立
を
支
援
す
る
た
め

の
取
組

③
男
女
の
人
権
に
配
慮
し
、
男
女
が

と
も
に
働
き
や
す
い
職
場
の
環

境
づ
く
り

④
そ
の
他
、
男
女
が
と
も
に
参
画
で
き

る
社
会
づ
く
り
に
向
け
て
の
取
組

●
応
募
期
間　

11
月
１
日
㊌
～
30
日
㊍

●
申
込
方
法　

市
HP
か
ら
応
募
用
紙

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
取
り
組
み

の
概
要
が
分
か
る
資
料

を
添
え
て
左
記
へ
申
し

込
み

※
選
考
委
員
会
の
審
査
を
経
て
、
表

彰
者
を
決
定
し
ま
す
。

問
申
政
策
推
進
課　

本
６
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
７
１
５

　

期
間
最
終
日
の
11
月
25
日
は「
女

性
に
対
す
る
暴
力
撤
廃
国
際
デ
ー
」

に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
、
性
犯

罪
・
性
暴
力
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、

売
買
春
、
人
身
取
引
、
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
女
性
に
対
す

る
暴
力
は
、
女
性
の
人
権
を
著
し
く

く
ら
し

※財源確保のため、有料公告を掲載しています。

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」の
パ
ネ

ル
展
示
を
行
い
ま
す

ご
み
分
別
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
に

広
告
を
掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か

市
有
地
を
公
売
し
ま
す

地
価
調
査
価
格
の
閲
覧

11
月
12
日
～
25
日
は
「
女
性
に

対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」

実
施
期
間
で
す

問

申
問

本

申
問

本

問

本

男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
者
表
彰

申
問

本
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大
田
原
文
化
協
会
の
ス
テ
ー
ジ
部

に
よ
る
、
民
謡
、
民
舞
、
日
本
舞
踊
、

新
舞
踊
、
詩
吟
、
剣
詩
舞
、
郷
土
芸

能
な
ど
を
発
表
し
ま
す
。

●
日
時　

12
月
３
日
㊐
午
後
１
時
か
ら

●
場
所　

那
須
野
が
原
ハ
ー
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル　

小
ホ
ー
ル

●
費
用　

無
料

問
大
田
原
文
化
協
会
ス
テ
ー
ジ
部　

部
門
長　

花
柳 

喜
乃
治

　

０
２
８
７（
２
２
）８
５
８
５

●
日
時　

11
月
10
日
㊎
～
12
日
㊐
午

前
９
時
～
午
後
４
時

※
12
日
㊐
は
午
前
９
時
～
午
後
３
時

で
す
。

●
場
所　

那
須
野
が
原
ハ
ー
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル　

第
１
・
２
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
費
用　

無
料

●
展
示
品　

日
本
画
、
水
彩
画
、
色

紙
画
、
洋
画
、
書
道
、
写
真
、
陶

芸
、竹
工
芸
、彫
刻
、華
道
、版
画
、

切
り
絵
、
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
な
ど

問
文
化
振
興
課　

本
４
階

　

０
２
８
７（
２
３
）３
１
２
９

侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
男
女
共
同

参
画
社
会
を
形
成
し
て
い
く
上
で
克

服
す
べ
き
重
要
な
課
題
で
す
。

　

女
性
に
対
す
る
暴
力
の
問
題
や

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
こ

の
機
会
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
相
談
窓
口

・
子
ど
も
幸
福
課

　

０
２
８
７（
２
３
）８
７
９
２

・
大
田
原
警
察
署

　

０
２
８
７（
２
４
）０
１
１
０

・
と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

相
談
ル
ー
ム

　

０
２
８（
６
６
５
）８
７
２
０

・
Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ

　

（
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
）
＃
８
０
０
８

・
Ｄ
Ｖ
相
談
プ
ラ
ス

　

０
１
２
０（
２
７
９
）８
８
９

問
政
策
推
進
課　

本
６
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
７
１
５

　

配
偶
者
・
パ
ー
ト
ナ
ー
な
ど
か
ら

の
暴
力
や
職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー

行
為
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
女
性
の
人

権
問
題
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
秘
密
厳
守
と
な
り
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

11
月
15
日
㊌
～
21
日
㊋
午

前
８
時
30
分
～
午
後
７
時（
㊏
㊐

は
午
前
10
時
～
午
後
５
時
）

●
相
談
専
用
電
話
番
号

　

０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

問
宇
都
宮
地
方
法
務
局
大
田
原
支
局

　

０
２
８
７（
２
３
）１
１
５
５

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
で
は
、
世
界
人
権
宣
言
が
採
択

さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
毎
年
12

月
10
日
を
最
終
日
と
す
る
12
月
４
日

～
10
日
の
１
週
間
を「
人
権
週
間
」と

定
め
、
全
国
的
な
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

大
田
原
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で

は
、
次
の
と
お
り
特
設
人
権
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。

●
日
時
・
場
所　

12
月
６
日
㊌

・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
…
午
前
10
時

～
正
午

・
佐
良
土
多
目
的
交
流
セ
ン
タ
ー
…

午
後
１
時
～
４
時

・
黒
羽
川
西
地
区
公
民
館
…
午
前
10

時
30
分
～
正
午

※
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

●
相
談
内
容　

い
じ
め
、
暴
行
・
虐

待
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
人
権
に

関
す
る
こ
と

※
相
談
は
人
権
問
題
に
詳
し
い
人
権

擁
護
委
員
が
担
当
し
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
政
策
推
進
課　

本
６
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
７
１
５

●
大
賞　

須
賀
川
上
自
治
公
民
館

【
自
治
公
民
館
の
部
】

●
最
優
秀
賞　

栄
町
自
治
公
民
館

●
優
秀
賞　

原
町
自
治
公
民
館
、
野

崎
東
町
自
治
公
民
館
、
雲
岩
寺
自

治
公
民
館

●
優
良
賞　

深
川
自
治
公
民
館
、
紫

塚
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
自
治
公
民
館
、

か
み
の
原（
北
金
丸
）集
落
セ
ン

タ
ー
、
南
金
丸
自
治
公
民
館
、
南

金
丸
南
部
自
治
公
民
館
、
親
園
北

区
自
治
公
民
館
、
大
神
南
部
自
治

公
民
館
、
品
川
自
治
公
民
館
、
寒

井
北
部
自
治
公
民
館

【
個
人
の
部
】（
敬
称
略
）

●
最
優
秀
賞　

矢
菅 

悦
子

●
優
秀
賞　

大
室 

一
博
、
河
上 

康

之
、
細
岡 

昇

●
優
良
賞　

印
南 

悦
子
、
大
室 

充

子
、
尾
﨑 

秀
道

※
入
賞
作
品
は
HP
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
生
涯
学
習
課　

本
４
階

　

０
２
８
７（
２
３
）２
０
０
５

　

標
準
営
業
約
款
と
は「
生
活
衛
生

関
係
営
業
の
運
営
の
適
正
化
及
び
振

興
に
関
す
る
法
律
」で
定
め
ら
れ
た

消
費
者（
利
用
者
）擁
護
の
た
め
の
制

度
で
す
。

　

厚
生
労
働
大
臣
認
可
の
約
款
に

従
っ
て
営
業
す
る
こ
と
を
登
録
し
た

理
容
店
、美
容
店
、ク
リ
ー
ニ
ン
グ

店
、め
ん
類
飲
食
店
お
よ
び
一
般
飲

食
店
で
は
、店
頭
に
Ｓ
マ
ー
ク
を
掲

げ
て
い
ま
す
。登
録
店
は
技
術
・
安

全
・
衛
生
を
約
束
す
る
信
頼
で
き
る

お
店
で
す
。

　

ぜ
ひ
、お
店
選
び
は

Ｓ
マ
ー
ク
登
録
店
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
公
益
財
団
法
人
栃
木
県
生
活
衛
生

営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

　

０
２
８（
６
２
５
）２
６
６
０

　

台
湾
と
フ
ラ
ン
ス
か
ら
招
い
た
芸

術
家
と
日
本
の
協
力
作
家
が
８
月
に

制
作
し
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　

ま
た
、
芸
術
講
座
受
講
生
の
作
品

も
併
せ
て
展
示
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
11
日
㊏
～
19
日
㊐
午

前
９
時
～
午
後
４
時

●
場
所　

芸
術
文
化
研
究
所

●
費
用　

無
料

問
芸
術
文
化
研
究
所

　
　

０
２
８
７（
５
９
）０
０
０
４

文
化
・
教
養

人
権
週
間
に
お
け
る
特
設
相
談

所
開
設

第
５
回
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ

ジ
デ
ン
ス
大
田
原
２
０
２
３
展
覧
会

歳
末
助
け
あ
い
第
60
回
大
田
原

市
民
芸
能
大
会
開
催

第
38
回
大
田
原
文
化
協
会
美
術

展
開
催

花
い
っ
ぱ
い
運
動
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
結
果
発
表

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
電
話
相
談
開
設

11
月
は
「
標
準
営
業
約
款
普
及

登
録
促
進
月
間
」
で
す

Ｓマーク

問

本

問

問

問

問

本

問

本

問

本

問
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●
申
込
方
法　

な
す
風
土
記
の
丘
湯

津
上
資
料
館
窓
口
も
し
く
は
メ
ー

ル
で
申
し
込
み

※
デ
ー
タ
も
し
く
は
現
像
写
真
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
氏
名
と
20
字
程

度
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ご
用
意
く
だ

さ
い
。

問
申
な
す
風
土
記
の
丘
湯
津
上
資
料
館

　

０
２
８
７（
９
８
）３
３
２
２

　

fu
d

o
kiyu

zu
kam

i@
city.

ohtaw
ara.tochigi.jp

　

親
園
地
区
を
特
集
す
る
展
示
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

10
月
５
日
㊍
～
12
月
３
日

㊐
各
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

●
休
館
日　

毎
週
㊊（
祝
日
の
場
合

は
そ
の
次
の
平
日
）

※
詳
細
は
、
市
HP
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
那
須
与
一
伝
承
館

　

０
２
８
７（
２
０
）０
２
２
０

　

10
月
21
日
に
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
た「
第
36
回
大
田
原
市
民

憲
章
推
進
大
会
」に
お
い
て
、
市
民

憲
章
に
関
す
る
作
文
の
表
彰
を
行
い

ま
し
た
。

　

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
小
学
生
の
部
】（
敬
称
略
）

●
最
優
秀
賞

　

大
豆
生
田 

新（
石
上
小
学
校
６
年
）

●
優
秀
賞

　

田
代 

唯
花（
金
丸
小
学
校
６
年
）

　

益
子 

愛
美（
両
郷
中
央
小
学
校
６
年
）

　

小
沼 

壱
桜（
親
園
小
学
校
５
年
）

　

藤
田 

真
優（
石
上
小
学
校
５
年
）

　

益
子 

咲
恵（
両
郷
中
央
小
学
校
４
年
）

　

前
田 

琴
音（
奥
沢
小
学
校
３
年
）

【
中
学
生
の
部
】（
敬
称
略
）

●
最
優
秀
賞

　

岸 

芽
衣
香（
金
田
北
中
学
校
３
年
）

●
優
秀
賞

　

稲
葉 

宗
士（
金
田
南
中
学
校
２
年
）

　

佐
藤 

和
佳（
若
草
中
学
校
１
年
）

　

平
塚 

百
花（
野
崎
中
学
校
１
年
）

問
生
涯
学
習
課　

本
４
階

　

０
２
８
７（
２
３
）２
０
０
５

　

生
涯
学
習
の
振
興
と
市
民
の
皆
さ

ま
の
生
涯
学
習
へ
の
意
欲
向
上
を
目

的
と
し
、
ふ
れ
あ
い
生
涯
学
習
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

12
月
９
日
㊏
午
前
10
時
～

午
後
４
時

●
場
所　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
内
容

・
市
内
生
涯
学
習
団
体
な
ど
に
よ
る

作
品
や
活
動
内
容
の
展
示

・
活
動
体
験
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

・
ダ
ン
ス
、
演
舞
、
楽
器
演
奏
な
ど

の
ス
テ
ー
ジ
発
表

●
費
用
　
無
料

問
生
涯
学
習
課　
　

４
階

　

０
２
８
７（
２
３
）２
１
０
０

●
日
時　

12
月
２
日
㊏
午
前
10
時
～

11
時
30
分

●
場
所　

那
須
与
一
伝
承
館　

多
目

的
ホ
ー
ル

●
内
容

第
１
部
【
歴
史
講
演
】

●
演
題　

伝
承
か
ら
み
る
那
須
の
巻
狩

●
講
師　

木
村 

康
夫 

氏（
那
須
文
化

研
究
会
会
長
）

第
２
部
【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー

ト
～
オ
ペ
ラ
・
ア
リ
ア
の
世
界
へ

誘い
ざ
なう
～
】

●
出
演
者　

金
丸 

直
美 

氏（
ソ
プ
ラ

ノ
）・
櫻
岡 

操 

氏（
ピ
ア
ノ
）

●
費
用　

無
料

問
金
田
南
部
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推

進
協
議
会
事
務
局（
金
田
南
地
区

公
民
館
）

　

０
２
８
７（
２
３
）２
２
６
０

●
日
時　

11
月
12
日
㊐
午
前
９
時
～

午
後
３
時

●
場
所　

湯
津
上
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー

●
内
容

▼
作
品
展
示
部
門

　

絵
画
、書
道
、写
真
、編
み
物
、パ
ッ

チ
ワ
ー
ク
な
ど
の
展
示

▼
ス
テ
ー
ジ
部
門

　

詩
舞
、
舞
踊
、
ダ
ン
ス
、
コ
ー
ラ

ス
な
ど
の
発
表

▼
お
茶
席

問
湯
津
上
地
区
文
化
祭
実
行
委
員
会

事
務
局（
湯
津
上
地
区
公
民
館
）

　

０
２
８
７（
９
８
）３
４
２
５

問
文
化
振
興
課　

本
４
階

　

０
２
８
７（
２
３
）３
１
２
９

　
「
芸
術
の
秋
」、
皆
さ
ま
お
誘
い
あ

わ
せ
の
う
え
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
謡
曲
部
門
】

●
日
時　

11
月
19
日
㊐
午
前
９
時
30

分
～
午
後
１
時

●
場
所　

Ｇ
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｉ
三
島
ホ
ー

ル（
那
須
塩
原
市
東
三
島
６
丁
目

３
３
７
）

●
内
容　

謡
曲
部
門
に
よ
る
発
表

【
吟
詠
剣
詩
舞
部
門
】

●
日
時　

11
月
23
日
㊍
㊗
午
後
１
時

～
４
時
30
分

●
場
所　

那
須
野
が
原
ハ
ー
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル　

小
ホ
ー
ル

●
内
容　

吟
詠
剣
詩
舞
部
門
に
よ
る

発
表

【
共
通
】

●
費
用　

無
料

問
文
化
振
興
課　

本
４
階

　

０
２
８
７（
２
３
）３
１
２
９

1
秋
季
企
画
展「
縄
文
王
国
　
大
田

原
」開
催
中

●
期
間　

９
月
30
日
㊏
～
11
月
19
日
㊐

●
休
館
日　

毎
週
㊊（
祝
日
の
場
合

は
そ
の
次
の
平
日
）

●
入
館
料　

一
般
１
０
０
円（
80

円
）、高
校
生
・
学
生
50
円（
40
円
）、

小
・
中
学
生
無
料

※（ 

）は
20
名
以
上
の
団
体
料
金
で

す
。

2
パ
ネ
ル
展「
侍
塚
古
墳
写
真
展
」の

写
真
募
集

●
募
集
期
間　

10
月
１
日
㊐
～
11
月

23
日
㊍

●
展
示
サ
イ
ズ　

Ａ
３
版

第
75
回
那
須
地
区
芸
術
祭
部
門

別
開
催
の
お
知
ら
せ

那
須
与
一
伝
承
館
特
集
展
「
親

園
」
開
催

な
す
風
土
記
の
丘
湯
津
上
資
料

館
か
ら
の
お
知
ら
せ

問

問

本

問

本

問

問

本

申
問

金
田
南
部
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

教
養
特
別
講
座
「
歴
史
講
演
＆

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
」
開
催

湯
津
上
地
区
文
化
祭
開
催

ふ
れ
あ
い
生
涯
学
習
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
開
催

市
民
憲
章
推
進
大
会
表
彰

問問

本
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大
田
原
市
中
心
市
街
地
に
ぎ
わ
い

創
出
事
業
補
助
金
は
、
中
心
市
街
地

の
活
性
化
や
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
取

り
組
む
団
体
な
ど
が
行
う
創
意
と
工

夫
に
あ
ふ
れ
た
自
主
的
・
主
体
的
な

事
業
等
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

応
募
の
際
は
事
前
に
商
工
観
光
課

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間　

11
月
１
日
㊌
～
12
月

28
日
㊍

●
補
助
上
限
額　

30
万
円

●
補
助
対
象
経
費　

報
償
費
、旅
費
、

会
議
費
、
賃
借
料
、
委
託
費
、
広

報
費
、
印
刷
費
、
通
信
運
搬
費
、

備
品
費
、
消
耗
品
費
、
光
熱
水
費
、

手
数
料
な
ど

●
補
助
金
交
付
ま
で
の
流
れ

①
事
前
相
談
・
応
募
書
類
の
提
出

②
審
査
結
果
の
通
知

③
交
付
申
請
書
提
出

④
補
助
金
交
付
決
定
の
通
知

⑤
請
求
書
の
提
出

⑥
補
助
金
の
交
付

※
事
業
完
了
後
に
実
績
報
告
書
の
提

出
な
ど
諸
手
続
き
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
、
市
HP
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
商
工
観
光
課　

本
４
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
７
０
９

●
日
時　

12
月
～
令
和
６
年
２
月
の

３
か
月
間（
１
か
月
に
10
日
程
度
）

・
㊍
㊎
…
午
後
７
時
～
９
時

・
㊐
…
午
後
５
～
７
時

●
場
所　

県
立
県
北
体
育
館　

サ
ブ

ア
リ
ー
ナ

●
対
象
者　

小
・
中
学
生

●
定
員　

20
名
程
度（
先
着
順
）

●
費
用　

１
か
月
２
０
０
０
円（
ス

ポ
ー
ツ
保
険
料
含
む
）

●
主
催
　
大
田
原
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

協
会

●
申
込
方
法　

11
月
21
日
㊋
ま
で
の

平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
に
県
北
体
育
館
へ
直
接
申
し

込
み

※
希
望
す
る
方
に
ラ
ケ
ッ
ト
を
貸
し

出
し
ま
す
。

申
大
田
原
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会　

体

　

０
２
８
７（
２
２
）８
０
１
８

問
大
田
原
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
部　

井
伊

　

０
９
０（
２
８
４
２
）８
５
１
０

●
期
間　

12
月
～
令
和
６
年
３
月

（
全
10
回
開
催
予
定
）

●
対
象
者　

市
内
お
よ
び
近
隣
自
治

体
の
小
・
中
学
生
で
、
集
合
解
散

場
所（
美
原
公
園
南
駐
車
場
）へ
の

送
迎
が
可
能
な
方
、
も
し
く
は

エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
ス
キ
ー
場
に
自

家
用
車
で
送
迎
で
き
る
方

●
定
員　

１
０
０
名

●
費
用

【
共
通
】入
会
金
５
０
０
０
円（
兄
弟

で
入
会
の
場
合
、
２
人
目
以
降

２
０
０
０
円
）

【
だ
い
く
ら
ス
キ
ー
場
】

　

各
回
７
０
０
０
円（
バ
ス
代
・
リ

フ
ト
代
・
レ
ッ
ス
ン
代
）

【
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
ス
キ
ー
場
】

　

各
回
５
０
０
０
円（
リ
フ
ト
代
・

レ
ッ
ス
ン
代
）

●
申
込
方
法　

12
月
17
日
㊐
ま
で
に

入
会
申
込
書（
左
記
の
ス
ポ
ー
ツ

店
で
配
布
）を
入
会
金
を
添
え
て

左
記
へ
申
し
込
み

※
12
月
10
日
㊐
午
後
４
時
か
ら
ト
コ

ト
コ
大
田
原
３
階
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
視
聴
覚
室
で
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

※
入
会
さ
れ
た
お
子
さ
ま
と
一
緒

に
、
保
護
者
の
方
も
ス
キ
ー
教
室

に
参
加
で
き
ま
す
。

問
申
太
陽
ス
ポ
ー
ツ

　

０
２
８
７（
２
２
）５
４
９
５

問
申
奈
良
ス
ポ
ー
ツ

　

０
２
８
７（
２
２
）２
６
７
０

問
大
田
原
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会　

体

　

０
２
８
７（
２
２
）８
０
１
８

問
大
田
原
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
ス
キ
ー

部
担
当　

鷹
栖

　

０
９
０（
５
４
４
３
）９
６
８
３

●
日
時　

12
月
３
日
㊐
午
前
８
時
45

分（
雨
天
予
備
日
12
月
10
日
㊐
）

●
場
所　

美
原
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

●
対
象
者　

市
内
在
住
・
在
勤
者
の

ペ
ア
で
中
学
生
以
上（
一
般
と
中

学
生
の
ペ
ア
も
可
）

●
定
員　

男
女
別
16
ペ
ア（
先
着
順
）

※
リ
ー
グ
戦
の
た
め
、
全
員
最
低
４

試
合
行
い
ま
す
。

●
費
用　

▼
一
般
ペ
ア
２
５
０
０
円

▼
一
般
・
中
学
生
ペ
ア
２
２
５
０

円
▼
中
学
生
ペ
ア
２
０
０
０
円

●
申
込
方
法　

11
月
７
日
㊋
～
21
日

㊋
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
に
申
込
書（
県
北
体
育
館

に
配
置
）、
参
加
料
を
添
え
て
県

北
体
育
館
に
申
し
込
み

問
大
田
原
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会　

体

　

０
２
８
７（
２
２
）８
０
１
８

●
日
時　

11
月
７
日
か
ら
毎
週
㊋

午
後
１
時
50
分
～
３
時
30
分（
１

ク
ー
ル
５
回
）

●
場
所　

王
冠
ボ
ウ
ル

●
費
用　

１
ク
ー
ル
４
５
０
０
円

（
貸
靴
代
込
）

●
内
容　

30
分
間
の
自
由
練
習
、
３

ゲ
ー
ム
の
記
録
会
な
ど

●
申
込
方
法　

左
記
へ
直
接
申
し
込

み（
随
時
受
付
）

※
ク
ー
ル
途
中
で
の
参
加
も
可
能
で
す
。

問
申
大
田
原
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会
事

務
局（
王
冠
ボ
ウ
ル
内
）

　

０
２
８
７（
２
３
）４
１
６
０

　

０
２
８
７（
２
２
）４
３
５
４

　

令
和
６
年
度
に
市
が
発
注
す
る
建

設
工
事
・
物
品
購
入
な
ど
の
入
札
に

参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
必
要
書
類

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
提
出
書
類　

業
種
ご
と
の
提
出
書

類（
市
様
式
）を
、
市
HP

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
提
出

●
申
込
方
法　

12
月
４
日
㊊
～
８
日

㊎
に
左
記
へ
郵
送
で
申
し
込
み

（
受
付
期
間
内
消
印
有
効
）

※
特
定
記
録
郵
便
・
レ
タ
ー
パ
ッ
ク

な
ど
配
達
状
況
が
確
認
で
き
る

方
法
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

問
申
財
政
課　

本
８
階

〒
３
２
４
‐
８
６
４
１

　

大
田
原
市
本
町
１
‐
４
‐
１

　

０
２
８
７（
２
３
）８
１
８
９

ス
ポ
ー
ツ

産
業
・
雇
用

令
和
６
年
度
の
入
札
参
加
申
込

を
受
け
付
け
ま
す

ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

参
加
者
募
集

第
44
回
秋
季
市
民
テ
ニ
ス
ダ
ブ

ル
ス
大
会
参
加
者
募
集

通
う
健
康
ボ
ウ
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ

参
加
者
募
集

ス
キ
ー
教
室
参
加
者
募
集

体

問問

申
問

申
問

申
問

体

問

体

問 問

申
問

本

「
大
田
原
市
中
心
市
街
地
に
ぎ
わ

い
創
出
事
業
補
助
金
」の
ご
案
内

問

本
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園
芸
施
設
共
済
は
、お
持
ち
の
農

業
用
ハ
ウ
ス
や
ハ
ウ
ス
内
の
栽
培
用

設
備
な
ど
が
台
風
や
大
雪
な
ど
の
自

然
災
害
な
ど
に
よ
っ
て
損
害
を
受
け

た
と
き
、再
建
を
助
け
る
共
済
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

詳
細
は
市
HP
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
栃
木
県
農
業
共
済
組

合
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
栃
木
県
農
業
共
済
組
合（
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
と
ち
ぎ
）那
須
中
央
支
所

　

０
２
８
７（
２
３
）１
６
３
３

問
農
政
課　

本
４
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
２
９
２

●
日
時
　
12
月
６
日
㊌
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

●
場
所
　
那
須
野
が
原
ハ
ー
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル　

交
流
ホ
ー
ル

●
対
象
者　

仕
事
を
探
し
て
い
る
女

性
や
シ
ニ
ア
の
方

●
定
員　

30
名（
先
着
順
）

●
費
用　

無
料

●
内
容
　
自
分
に
合
っ
た
働
き
方
を

選
べ
る
５
～
10
社
程
度
の
地
元

企
業
と
の
面
接
会

※
会
場
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
相

談
に
の
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
申
込
方
法　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー

ル
・
二
次
元
コ
ー
ド
の
い

ず
れ
か
で
申
し
込
み

問
申
株
式
会
社
ワ
ー
ク
エ
ン
ト
リ
ー

栃
木
事
業
部（
栃
木
県
事
業
受
託

事
業
者
）

 
 

０
２
８（
６
１
２
）８
６
４
３

 
 

０
２
８（
６
１
２
）８
６
４
５

 
 shuroshien@

w
e-tochigi.

sakura.ne.jp

問
栃
木
県
労
働
政
策
課

 
 

０
２
８（
６
２
３
）３
２
２
４

　

福
祉
の
仕
事
に
就
職
希
望
の
方

と
求
人
事
業
所
と
の
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。
福
祉
の
仕
事
や
資
格

の
相
談
も
で
き
ま
す
。

●
日
時
　
11
月
18
日
㊏
午
後
１
時

～
３
時
30
分

●
場
所
　
大
田
原
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー

●
対
象
者
　
次
の
市
町
に
就
職
を

希
望
す
る
方
▼
大
田
原
市
▼
矢

板
市
▼
那
須
塩
原
市
▼
さ
く
ら

市
▼
那
須
烏
山
市
▼
高
根
沢
町

▼
那
須
町
▼
那
珂
川
町

●
費
用
　
無
料

●
申
込
方
法
　
左
記
へ
電
話
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み

問
申
栃
木
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

０
２
８（
６
４
３
）５
６
２
２

　

０
２
８（
６
２
３
）４
９
６
３

●
区
分
・
対
象

①
給
油
取
扱
所
講
習
…
給
油
取
扱

所
、
自
家
給
油
取
扱
所
、
移
動
タ

ン
ク
貯
蔵
所（
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
）

に
お
い
て
取
り
扱
い
作
業
に
従
事

し
て
い
る
方

②
一
般
講
習
…
給
油
取
扱
所
以
外
の

危
険
物
施
設
に
お
い
て
取
り
扱
い

作
業
に
従
事
し
て
い
る
方

※
危
険
物
取
扱
者
免
状
の
所
有
者

で
、
現
に
危
険
物
の
取
り
扱
い
作

業
に
従
事
し
て
い
る
場
合
、
保
安

講
習
を
受
講
す
る
法
律
上
の
義
務

が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
協
会
HP
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

11
月
28
日
㊋

①
午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

②
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

●
場
所　

金
田
北
地
区
公
民
館

●
費
用　

４
７
０
０
円（
栃
木
県
収

入
証
紙
）

●
定
員　

各
60
名

●
申
込
方
法　

11
月
７
日
㊋
～
14
日

㊋（
㊏
㊐
㊗
を
除
く
午
前
９
時
～

午
後
５
時
）に
消
防
本
部
予
防
課
・

各
消
防
署
・
各
分
署
で
配
布
の
申

請
書
を
記
入
し
、
那
須
地
区
消
防

本
部
予
防
課
に
直
接
申
し
込
み

※
申
請
書
は
HP
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

問
申
那
須
地
区
消
防
本
部
予
防
課

　

０
２
８
７（
２
８
）５
１
０
３

　

問
一
般
社
団
法
人
栃
木
県
危
険
物

保
安
協
会

　

０
２
８（
６
２
２
）０
４
３
８

●
試
験
の
種
類
　
▼
甲
種（
特
類
・

第
１
類
～
５
類
）▼
乙
種（
第
１

類
～
第
７
類
）

●
日
時
　
令
和
６
年
２
月
11
日
㊐
午

前
９
時
30
分
か
ら

●
場
所
　
栃
木
県
立
宇
都
宮
工
業
高

等
学
校（
宇
都
宮
市
雀
宮
町
52
）

●
費
用
　
▼
甲
種
５
７
０
０
円
▼
乙

種
３
８
０
０
円

●
書
面
申
請
期
間
　
12
月
４
日
㊊
～

15
日
㊎
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
㊏
㊐
㊗
を
除
く
）

●
願
書
配
布
場
所
　
那
須
地
区
消
防

本
部
予
防
課
・
大
田
原
消
防
署
・

黒
磯
消
防
署
・
西
那
須
野
消
防

署
・
那
須
消
防
署

●
願
書
受
付
場
所
　
左
記
へ
郵
送
ま

た
は
直
接
持
参

※
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
の
HP
か

ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
受
験
申
請
が
で

き
ま
す
。

　
　

一
般
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
栃
木
県
支
部

〒
３
２
０
‐
０
０
３
２

　

宇
都
宮
市
昭
和
１
‐
２
‐
16

　

栃
木
県
自
治
会
館
１
階

　

０
２
８（
６
２
４
）１
０
２
２

　

収
入
保
険
は
、自
然
災
害
に
よ
る

収
量
減
少
や
価
格
低
下
を
は
じ
め
、

災
害
で
作
付
不
能
、病
気
な
ど
で
収

穫
不
能
な
ど
、農
業
者
の
経
営
努
力

で
は
避
け
ら
れ
な
い
様
々
な
リ
ス
ク

に
よ
る
収
入
減
少
に
つ
い
て
補
償
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
、１

年
以
上
の
青
色
申
告
実
績
が
あ
る
農

業
者（
個
人
・
法
人
）が
加
入
で
き
ま

す
。

本

もう、チェックした？栃木県の最低賃金
時
間
額954円

すべての労働者とその使用者に適用されます。

   令和５年 10 月１日　発効
特定の産業には特定最低賃金が定められています。
詳細は、栃木労働局労働基準部賃金室（028-634-9109）
または、最寄りの労働基準監督署にお問い合わせください。

栃木県公式キャラクター
とちまるくん©栃木県

女
性
と
シ
ニ
ア
対
象　

地
元
企

業
と
の
ミ
ニ
面
接
会
開
催

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会
開
催

福
祉
の
お
仕
事
就
職
フ
ェ
ア
（
県

北
エ
リ
ア
）
開
催

令
和
５
年
度
第
２
回
消
防
設
備

士
試
験

収
入
保
険
・
園
芸
施
設
共
済
に
加

入
し
て
リ
ス
ク
に
備
え
ま
し
ょ
う

申
問

申
問

申
問

問問

本

申
問
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矢
板
高
校
農
場
で
生
徒
た
ち
が
栽

培
し
た
農
産
物
を
直
売
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
19
日
㊐
午
前
９
時
～

正
午

※
午
前
８
時
30
分
以
降
に
来
校
し
て

く
だ
さ
い
。

●
場
所　

栃
木
県
立
矢
板
高
等
学
校

農
場（
矢
板
市
片
俣
６
１
８
‐
２
）

●
販
売
農
産
物　

リ
ン
ゴ
、
シ
ク
ラ

メ
ン
、
大
根
、
白
菜
、
新
米（
コ

シ
ヒ
カ
リ
、ミ
ル
キ
ー
ク
イ
ー
ン
）

な
ど（
な
く
な
り
次
第
終
了
）

※
詳
細
は
矢
板
高
等
学
校

HP
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
栃
木
県
立
矢
板
高
等
学
校

　

０
２
８
７（
４
３
）０
２
６
０

　

毎
年
、
芭
蕉
公
園
は
見
事
な
紅
葉

に
彩
ら
れ
ま
す
。
紅
葉
が
見
頃
の
時

期
に
合
わ
せ
て
公
園
内
の
旧
浄
法
寺

邸
を
開
放
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
11
日
㊏
、
12
日
㊐
、

18
日
㊏
、
19
日
㊐
午
前
10
時
～
午

後
２
時

問
大
田
原
市
観
光
協
会

　

０
２
８
７（
５
４
）１
１
１
０

●
期
間　

１
月
中
旬
～
３
月
末

●
労
働
日
数　

㊊
～
㊎
の
う
ち
週
５

日
程
度（
㊗
除
く
）

●
勤
務
時
間　

午
前
８
時
50
分
～
午

後
４
時
30
分
の
う
ち
５
時
間
30

分（
休
憩
１
時
間
）

●
場
所　

大
田
原
税
務
署（
紫
塚
１

丁
目
５
番
54
号
）

●
時
給　

９
８
０
円

●
仕
事
の
内
容

①
パ
ソ
コ
ン
の
入
力
、
書
類
の
整
理

②
確
定
申
告
会
場
に
お
け
る
ス
マ

ホ
・
パ
ソ
コ
ン
入
力
補
助

問
大
田
原
税
務
署

　

０
２
８
７（
２
２
）３
１
１
５

●
日
時　

11
月
11
日
㊏
午
前
10
時
30
分

～
12
時
、
午
後
１
時
30
分
～
３
時

●
場
所　

国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷
看

護
専
門
学
校（
塩
谷
病
院
敷
地
内
）

●
内
容

・
学
生
生
活
、
学
費
、
奨
学
金
、
実

習
に
つ
い
て
な
ど
の
相
談

・
受
験
を
考
え
て
い
る
方
に
対
す
る

個
別
相
談
（
在
校
生
対
応
有
り
）

※
寮
見
学
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
学
校

祭（
午
前
10
時
～
午
後
３
時
）を
同

時
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
普
段

の
学
生
の
様
子
が
分
か
り
ま
す
。

※
詳
細
は
HP
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷
看
護
専

門
学
校

　

０
２
８
７（
４
４
）２
３
２
２

●
日
時　

12
月
２
日
㊏
～
３
日
㊐
午

前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

●
場
所　

湯
津
上
地
区
公
民
館（
湯

津
上
５
‐
７
７
６
）

●
費
用　

無
料

問
展
覧
会
実
行
委
員
会
事
務
局（
親

園
中
学
校　

星
）

　

０
２
８
７（
２
８
）１
０
１
４

●
日
時　

12
月
９
日
㊏
午
前
９
時
30

分
～
11
時
30
分（
午
前
９
時
15
分

受
付
開
始
）

●
場
所　

市
役
所
南
別
館
２
階　

第

１
会
議
室

●
対
象
者　

小
学
生
の
児
童
お
よ
び

市
内
在
住
・
在
勤
の
保
護
者

●
定
員　

30
組（
先
着
）

●
費
用　

１
組
５
０
０
円

※
当
日
徴
収
し
ま
す
。

●
申
込
方
法　

11
月
７
日
㊋
～
30
日

㊍
に
左
記
へ
電
話
で
申
し
込
み

問
大
田
原
市
み
ど
り
の
倍
増
プ
ラ
ン

推
進
委
員
会
事
務
局（
農
林
整
備

課
内
）　

本
４
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
８
１
３

●
日
時　

11
月
17
日
㊎
～
19
日
㊐
午

前
９
時
～
午
後
５
時（
最
終
日
は

午
後
３
時
ま
で
）

●
場
所　

那
須
野
が
原
公
園（
緑
の

相
談
所
）

●
主
催　

皐
月
会
な
す
の
支
部
、
大

田
原
皐
月
会
支
部
、
矢
板
皐
月
会

支
部

問
大
田
原
皐
月
会 

会
長 

加
藤 

惠
三

　

０
８
０（
５
０
１
５
）１
４
０
９

　

名
木
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
名
木

の
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

12
月
２
日
㊏
午
前
７
時
30

分
市
役
所
出
発
～
午
後
８
時
市
役

所
到
着
予
定

●
場
所　

桜
山
公
園（
群
馬
県
藤
岡

市
）、
城
峯
公
園（
埼
玉
県
神

川
町
）、
秩
父
神
社
周
辺（
埼
玉

県
秩
父
市
）

●
費
用　

１
人
５
０
０
０
円

※
昼
食
代
は
自
己
負
担
で
す
。

●
定
員　

20
名
程
度

●
申
込
方
法　

11
月
20
日
㊊
ま
で
に

左
記
へ
電
話
で
申
し
込
み

※
応
募
者
多
数
の
場
合
、
ご
希
望
に

添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問　

農
林
整
備
課　

本
４
階

　

０
２
８
７（
２
３
）８
８
１
３

【
そ
ば
打
ち
】

●
日
時　

11
月
25
日
㊏
午
前
９
時

●
場
所　

総
合
文
化
会
館

●
定
員　

12
人（
抽
選
）

●
費
用　

１
０
０
０
円

●
申
込
方
法　

11
月
１
日
㊌
～
８
日

㊌
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
左
記

へ
電
話
ま
た
は
直
接
申
し
込
み

【
門
松
作
り
】

●
日
時　

12
月
16
日
㊏
午
前
９
時

●
場
所　

須
賀
川
出
張
所

●
募
集
本
数（
予
定
）　

40
本

●
費
用　

１
本
に
つ
き
１
５
０
０
円

●
申
込
方
法　

11
月
22
日
㊌
～
29
日

㊌
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
左
記

へ
電
話
ま
た
は
直
接
申
し
込
み

問
申
大
田
原
市
農
業
公
社

　

０
２
８
７（
２
３
）４
８
３
４

教
　
育

イ
ベ
ン
ト

親
子
で
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
づ

く
り
体
験
教
室
参
加
者
募
集

大
田
原
市
農
業
公
社

農
業
体
験
参
加
者
募
集

矢
板
高
校
農
産
物
即
売
会
開
催

秋
の
旧
浄
法
寺
邸（
芭
蕉
公
園

内
）の
一
般
開
放

冬
の
名
木
め
ぐ
り
参
加
者
募
集

さ
つ
き
の
県
北
秋
季
合
同
展
開
催

確
定
申
告
期
に
大
田
原
税
務
署

で
勤
務
す
る
非
常
勤
職
員
募
集

第
51
回
栃
木
県
那
須
地
区
特
別
支

援
学
級
児
童
生
徒
作
品
展
覧
会

国
際
医
療
福
祉
大
学
塩
谷
看
護
専

門
学
校　

個
別
相
談
会
（
学
校
祭

と
の
同
時
開
催
）

申
問

問問

問

問問

問 問

本

申
問

本
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地 域 の ひ ろ ば

■秋の企画展「昆虫忍法帳」ただいま好評開催中！
　９月 15 日から始まった秋
の企画展「昆虫忍法帳」はもう
ご覧になったでしょうか。擬
態をテーマに昆虫たちの自然
を生き抜く術を紹介していま
す。今回はその中から【見か
け脅しの術】をご紹介します。
　右の写真は「ヨナグニサン」
というガの一種です。蛇の頭
のような模様で敵を威嚇し身
を守っているようです。日本
の沖縄県与那国島で初めて発見されたことから「ヨナ
グニサン」という和名が付けられたそうです。
　次に「フクロウチョウ」です。翅

はね

の裏側に大きな目玉
模様があり、その模様で鳥
などを威嚇しているといわ
れています。中南米を中心
に栄えているそうです。こ
の他にも、この葉隠れの術、
木化けの術など、９つに分
けて紹介しています。ぜひ、
自然観察館で、昆虫忍法帳
をご覧ください。

休館日：毎週月曜（祝日を除く）、祝日の翌日（日曜を除く）
■開館時間…午前９時30分～午後４時30分
　　　　　　（入館は午後４時まで）

自然観察館だより
■自然観察会（蛇尾川探鳥会）を開催
　晩秋の大田原蛇尾川緑地公園とその周辺で探鳥会を
開催します。林の中の鳥と水辺の鳥が観察できます。
●日時　11 月 26 日㊐　午前９時～ 12 時（雨天中止）
●集合場所　大田原龍城公園駐車場※のぼり旗が目印
●対象者　どなたでも（小学生以下は保護者同伴）
●講師　刑部 節 氏（大田原理科クラブ事務局長）
●定員　15 名（先着順）
●費用　300 円（野鳥の会会員 100 円、中学生以下無料）
●持ち物　雨具、筆記用具、双眼鏡（お持ちの方はご

持参ください。当館でも用意しています）
●申込方法　11 月 11 日㊏

～ 23 日㊍㊗の午前９時
30 分～午後４時に電話
で申し込み

●その他　大田原理科クラ
ブと日本野鳥の会栃木県
支部との共催

■休館日変更のお知らせ
　11 月６日㊊、７日㊋（４日㊏㊗の振替休館日）、13 日㊊、
20 日㊊、24 日㊎（23 日㊍㊗の振替休館日）、27 日㊊

休館日：毎週月曜（祝日を除く）、祝日の翌日（日曜を除く）
■開館時間…午後１時30分～９時
　　　　　　（入館は午後８時30分まで）

天文館だより
★星空情報★

■今月が見頃となります　木星
　午後６時を過ぎた頃、東の空にひときわ明るい星が
目立つようになってきました。縞模様でよく知られる
木星です。今月の３日に衝

しょう

を迎えました。
　「衝」とは、地球から見てその天体が太陽のちょうど
反対側に来ることを言います。つまり地球に一番近く
に位置することになります。そのため見かけの大きさ
が大きいこと、明るく見えること、長い時間見ることが
できることなど、天体を観望するには最適の状態とな
ります。
　条件が良ければ
表 面 の 赤 褐 色 と
白っぽい縞模様や、
350 年 以 上 消 え ず
に見えている地球
２～３個分もある
巨大な渦巻き模様
の「大

だ い せ き は ん

赤 班」、毎 日
位置を変えるガリ
レオ衛星も確認できます。　
　天文館では「木星や土星を見よう」「木星や土星を写
真に撮ろう」というイベントを実施します。土星も見ら
れます。木星と一緒に本物の姿を天文館でお楽しみく
ださい。

★主なイベント（12 月）★
①木星・土星を見よう
●日時　12 月１日㊎・２日㊏午後６時 10 分～９時
　　　　12 月８日㊎・10 日㊐午後６時 10 分～８時
●内容　木星の縞模様や土星

の環の傾き方など見どころ
がたくさんあります。ぜひ
天文館の望遠鏡でその姿を
お楽しみください。

②写真撮影会（オリオン座・ぎょしゃ座を撮影）
●日時　12 月９日㊏午後７時 10 分～９時
●内容　オリオン座やぎょしゃ座にカメラを向けま

す。肉眼では確認できない淡い天体の撮影にチャレ
ンジしてみましょう。

③ふたご座流星群観望会
●日時　12 月 15 日㊎午後７時～９時
●内容　流星の数の多さから３大流星群の一つに数え

られるふたご座流星群。今回は月明かりの心配もな
くたくさんの流星を見ることができるでしょう。

④月撮影会９（月齢 11 の月）
●日時　12 月 24 日㊐午後５時 10 分～６時
●内容　ホームビデオカメラや一眼カメラで月を撮影

します。

詳細は天文館HPをご覧ください

  0287（28）3251

 0287（28）3254

詳細は自然観察館HPをご覧ください

昨年度の探鳥会より

木星 ( 天文館）

土星 ( 天文館）
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体県立県北体育館黒黒羽庁舎湯湯津上庁舎本本庁舎

大田原図書館  　0287（23）4560 通年 9:00～19:00
黒羽図書館　  　0287（59）0855 平日 9:30～18:30 ㊏㊐㊗ 17:30 まで
湯津上図書室  　0287（98）7037 通年 9:00～17:00

大田原図書館からの
お知らせ

絵
本
や
紙
し
ば
い
の
読
み
聞
か
せ

名称 場所 日時

ピノキオ
おはなし会

大田原図書館
おはなしコーナー

11月５日㊐・19日㊐・12月３日㊐
午後２時 ～

こどものつどい
出演：ガールスカウト

11月12日㊐・12月10日㊐
午後２時～

にじいろ
おはなし会

トコトコ大田原
３階つどいの広場

11月28日㊋※12月はお休みです。
午前10時45分～

おひさま
ぽかぽかの会

しんとみ子育て
支援センター

11月10日㊎※12月はお休みです。
午前11時～

コアラ
おはなし会

黒羽図書館２階
視聴覚室

11月12日㊐・12月10日㊐
午前11時～

那須野が原ハーモニーホールからのお知らせ 0287（24）0880

チケット発売情報

ハーモニー寄席
「柳亭小痴楽・春風亭昇 ・々桂宮治 三人会」

那須野が原ハーモニーホール・フェスティバル②
第29回 那須野が原美術展

那須野が原ハーモニーホール・ニューイヤーコンサート
オペラ「魔笛」ハイライト

●日時　２月23日㊎㊗午後２時開演　大ホール
●チケット
▶全席指定3,000円（友の会2,700円）
▶大学生以下1,500円
※小学生以上の入場

となります。
●出演
▶落語：柳亭小痴楽、

春風亭昇々、桂宮治
▶紙切り：林家二楽
●友の会優先電話予約
　11月23日㊍から
●一般発売
　11月25日㊏から

●日時　１月８日㊊㊗午後２時30分開演　大ホール
●チケット
▶全席指定3,000円（友の会2,700円）
▶大学生以下1,500円
※小学生以上の入場となります。
●出演
▶上田純子（真岡市出身）
▶髙田正人（宇都宮市出身）
▶寺田功治（那須塩原市出身）
　ほか
●友の会優先電話予約
　11月９日㊍から
●一般発売
　11月11日㊏から

●日時　12月９日㊏～11日㊊午前10時～午後４時　第１ギャラリー
※最終日は午後３時までの入場となります。
●費用　入場無料
●出品　那須塩原市文化協会西那須野支部絵画愛好会（洋画、日本

画）、書道愛好会

【大田原図書館・湯津上図書館】
11月17日㊎・11月20日㊊・12月４日㊊

【黒羽図書館】
11月17日㊎・11月27日㊊・12月11日㊊

【大田原図書館・湯津上図書館】
11月６日㊊～８日㊌

【黒羽図書館】
11月13日㊊～15日㊌

休館日のお知らせ

蔵書点検に伴う臨時休館のお知らせ

令和５年度　図書館講話会
「はじめての日本刀入門」
～知識ゼロから楽しめる～

●日　時　11 月 26 日㊐
　　　　　午後２時～４時
●場　所　トコトコ大田原３階
　　　　　市民交流センター視聴覚室
●講　師　村野 隆男 先生
●対象者　中学生以上
●定　員　20 名（事前予約制・先着順）
●費　用　無料
●申込方法　10 月 28 日㊏午前９時か

ら、大田原図書館レファレンスカ
ウンターまたは

　電話で申し込み

＊今月のおすすめ図書＊

　スーパーに入ると漂ってくるお
いしそうな焼きいもの香り。おう
ちで作ってみませんか？
　ビタミンにカリウム栄養たっぷ
りおいもさん。

　自転車で自由気ままにお出掛け
する２人の女の子。色鉛筆で描く
可愛らしいイラストと夢のある食
べ物や動物達のお話に心癒されま
す。

『さつまいものお菓子』
若山  曜子 / 著

『チリとチリリ』
どい  かや / 作

近日開催

©FUKAYA Yoshinobu/auraY2
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政
策
推
進
課　

本
６
階　
　

０
２
８
７（
２
３
）８
７
９
３

vol.47

地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
活
動
レ
ポ
ー
ト

　

移
住
定
住
担
当
の
白
井
で
す
。「
大
田
原
市
の
魅
力
を
再

認
識
し
よ
う
！
」と
い
う
主
旨
で
月
１
回
、回
覧
紙
と
し
て『
大

田
原
通
信
』を
発
行
し
て
い
ま
す
。こ
の
取
材
を
通
し
て
、素

敵
な
方
た
ち
と
の
ご
縁
を
い
た
だ
い
て
い
る
な
と
感
じ
て
き

ま
し
た
。そ
こ
で「
住
ん
で
い
る
皆
さ
ん
に
も
取
材
し
た
方

と
直
接
交
流
し
て
も
ら
い
た
い
」と
の
想
い
か
ら
、９
月
に
ヒ

カ
リ
ノ
カ
フ
ェ
蜂
巣
小
珈
琲
店
に
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
ま
し
た
。今
回
は「
ア
ー
ト
を
身
近
に
」と
い
う
テ
ー
マ
で
、

大
田
原
市
在
住
の
画
家
・
木
城 

圭
美
さ
ん
と「
大
き
な
キ
ャ

ン
バ
ス
に
み
ん
な
で
絵
を
描
こ
う
！
」と
企
画
。会
場
に
は

木
城
さ
ん
特
製
の
大
き
な
キ
ャ
ン
バ
ス
を
設
置
し
、２
日
間

に
渡
っ
て
皆
さ
ま
と
一
緒
に
絵
の
制
作
を
行
い
ま
し
た
。台

風
と
い
う
あ
い
に
く
の
天
気
の
中
、１
歳
の
お
子
さ
ま
か
ら

ご
年
配
の
方
ま
で
、総
勢
70
名
以
上
の
方
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
、と
て
も
楽
し
い
２
日
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

退
任
ま
で
半
年
を
切
り
ま
し
た
が
、引
き
続
き
大
田
原
市

の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

報
告
者
：
白
井 

あ
か
ね

協
力
隊
活
動
報
告

　

下
侍
塚
古
墳
は
、
日
本
で
一
番
美
し
い
古
墳
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
日
本
の
代
表
的
な
考
古
学
者
で
同
志
社
大
学

名
誉
教
授
で
あ
っ
た
森 

浩
一 

先
生（
大
阪
府
堺
市
出
身
）は
、

１
９
６
５
年
に
中
公
新
書
か
ら
発
刊
さ
れ
た『
古
墳
の
発
掘
』

の
中
で
、
１
９
６
４
年
に
湯
津
上
に
古
墳
を
見
に
訪
れ
た
際

の
こ
と
を
、
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。「
…
私
は
こ
れ

ま
で
天
皇
陵
を
も
含
め
て
多
く
の
古
墳
を
見
て
き
た
が
、
そ

の
な
か
で
い
ち
ば
ん
美
し
い
古
墳
を
一
つ
え
ら
べ
と
い
わ
れ

た
ら
即
座
に
下
侍
塚
と
答
え
よ
う
。
上
侍
塚
も
よ
く
保
護
さ

れ
て
い
る
が
、
付
近
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
毎
年
、
下
草
が
刈

り
こ
ま
れ
て
い
る
下
侍
塚
こ
そ
、
日
本
の
古
墳
の
白
眉
で
あ

る
。
光み

つ
く
に圀

の
配
慮
は
こ
ん
に
ち
も
継
承
さ
れ
て
い
る
…
」

　

現
在
、
な
す
風
土
記
の
丘
湯
津
上
資
料
館
で
は
、「
侍
塚
古

墳
写
真
展
」（
12

月
２
日
㊏
～
１
月

28
日
㊐
）の
開
催

に
あ
た
り
、
上
侍

塚
・
下
侍
塚
古
墳

の
写
真
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
四
季

折
々
の
侍
塚
古
墳

の
姿
や
、
昔
の
侍

塚
古
墳
周
辺
の
姿

な
ど
、
奮
っ
て
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

vol.58

日
本
で
一
番
美
し
い
古
墳

vol.35

知
っ
て
得
す
る
く
ら
し
情
報

北
那
須
版
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ア
ク
シ
ョ
ン
15

　

大
田
原
市
で
は
、市
域
全
体
の
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
て
、周

辺
市
町
と
も
連
携
し
な
が
ら
、地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
普
及

啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、那
須
塩
原
市
、大
田
原
市
、那
須
町
の
３
市

町
が
連
携
し
て
、脱
炭
素
に
つ
な
が
る
15
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
紹
介

す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
は
、２
０
５
０
年
ま
で
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
を
目
指
す「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」宣
言
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
目
標
の
達
成
に
向
け
て
、一
人
ひ
と
り
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
転
換
が
重
要
で
す
。ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ア
ク
シ
ョ
ン
に
取
り
組
む

こ
と
で
、地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
だ

け
で
な
く
、電
気
代
や
燃
料
費
の
節
約
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。皆

さ
ま
も
日
々
の
生
活
の
中
で
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
み
ま

し
ょ
う
。

　

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
市
HP

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

る
ほ
か
、本
庁
舎
２
階
生

活
環
境
課
窓
口
、湯
津
上

支
所
お
よ
び
黒
羽
支
所

で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、所
属
団
体
な
ど
で

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し

た
い
場
合
は
、左
記
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
生
活
環
境
課　
　

２
階　
　

０
２
８
７（
２
３
）８
７
７
５

本

水田に映る下侍塚古墳

な
す
風
土
記
の
丘
湯
津
上
資
料
館

　
０
２
８
７（
９
８
）３
３
２
２

ワークショップの様子

一緒に制作を行う木城さん

市HP



　地産地消の新鮮な野菜はじめ、お
惣菜、特産品まで豊富な品ぞろえを
誇ります。すぐ傍には久慈川が流れ、
風
ふうこうめいび

光明媚な景色もおすすめです。入
り口を入ってすぐ右側に観光案内所
があり、町のＰＲや案内をしていま
す。レンタサイクルやイーバイクの
レンタルもしています。

　標高700メートルにある廃校､“矢
塚分校 ”。集落の仲間たちの手で、
ふるさとカフェとして生まれ変わり
ました。阿

あ ぶ く ま さ ん ち

武隈山地のなか、塙のま
ちから 40分のドライブです。山と
畑のめぐみをおすそわけ。山のてっ
ぺんの空気といっしょに味わってく
ださい。

　｢若返りの湯」と呼ばれる秘湯と
豊かな自然に、標高 540 ｍの山の
上からの眺望は、春の新緑、夏の涼
風、秋の紅葉、冬の満点の星座と、
四季折々様々に私たちを楽しませて
くれます。湯岐温泉を源泉としたア
ルカリ泉は、古くからこの地で愛さ
れてきた秘湯中の秘湯です。

地元の農家さ
んによる獲れ
たて新鮮な野
菜が店頭に並
びます。

地元のベテラ
ンママさん手
作りです。身
も心も温まり
ます。

岩盤浴より、
マイナスイオ
ン効果が高
く、リラック
スできます。

※お越しいただく際に
は、事前にご連絡を
お願いします。

2023.1123



242023.11

nap htawaraスナップおおたわら

令和５年度青少年交流事業

The Yoichi polo shirts bring me back lots of fun 
memories in Ohtawara. At the end of this program, 
I feel like I have connected more with the Japanese 
culture. I hope to see my host family again.

（Daisuke Sario）
訳：与一のポロシャツを見るたびに大田原市での
沢山の思い出が浮かんできます。このプログラム
を通して日本の文化をもっと理解できるようにな
りました。またホストファミリーに会いたいです。

ウエストコビナから
メッセージが届きました！ 子ども達の交通安全を見守りたい９/15 10/28９/13

こくみん共済coop〈全労済〉横断旗寄贈

　こくみん共済 coop〈全労済〉より横断旗600本が
寄贈されました。この活動は、未来ある子ども達を
みんなで事故から守ることを目的とした「７才の
交通安全プロジェクト」の取り組みの一つとなり
ます。こくみん共済 coop〈全労済〉の協力団体にお
ける車の補償点検数とマイカー共済の見積もり件
数に応じた横断旗の寄贈となりました。
　当日は、こくみん共済 coop〈全労済〉の二ノ宮 氏
から篠山教育長へ寄贈されました。

いつまでもお元気に10/28９/13
長寿、百寿のお祝い

　９月13日に、今年度
100歳以上の敬老祝金
対象者のうち、４名の
方を市長が訪問しお祝
いしました。
　市からの敬老祝金や
記念品のほか、画家の
益子 学司 氏（実取）か
ら 寄 贈 い た だ い た 肖
像画や、増村園芸の増
村 英樹 氏（南金丸）か
ら寄贈いただいた千日
紅の鉢植えなどを贈呈
しました。

生田目 富治 様

高桑 平 様 中津川 乃武 様

菊池 こう 様
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古墳にドキドキ10/28９/23
上侍塚古墳発掘調査現地説明会

　栃木県が令和３年度から「いにしえのとちぎ発
見どき土器わく湧くプロジェクト」事業として発
掘調査を進めている国指定史跡上侍塚古墳におい
て、現地説明会が開催されました。
　侍塚古墳は水戸藩主・徳川光

みつくに

圀の命により元禄
５年（1692）に日本初の学術的な発掘調査が行われ
た「日本考古学・発祥の地」とも言われています。
　当日は、古墳を覆う葺石や盛り土の様子、昨年
度出土した土器の説明が行われ、参加者たちは熱
心に耳を傾けていました。

手作りかるたで遊びながら
防災を学ぼう10/28９/15

防災かるたの寄贈

第 99 回天皇杯２次ラウンド観戦にご招待

　プロバスケットボールチーム「宇都宮ブレック
ス」によるホームゲームおよび主管ゲーム招待事
業の一環として、西原ツイスターズの選手達が、
県北体育館で行われた天皇杯２次ラウンドに招待
されました。
　この企画は那須マテリアル株式会社（大田原市
北金丸）の協賛により実施され、試合に先だって
行われた贈呈式では、代表取締役の星 氏からチー
ムへ招待チケットの贈呈が行われました。

目指せ、未来の日本代表！９/23

こども祭りアユつかみ取り

お魚つかまえた！９/16

　芭蕉の里くろばね鮎釣り大会と同日に、那珂川
河川公園に特設されたプールでアユのつかみ取り
が開催されました。
　２歳から 11 歳の子ども 31 名が、プールに放流
されたアユとヤマメのつかみ取りに挑戦。水の中
をスイスイ泳ぐ魚たちに最初は苦戦していた子ど
もたちでしたが、最後にはつかみ取りに成功して
いました。
　手の中でバタバタと暴れる魚の力強さを通し
て、命の逞しさに触れる体験となりました。

　栃木県防災士 大貫 晴男 氏が、小学生と一般向
けの手作りの防災かるたを寄贈するために、市長
を訪問しました。かるたで遊びながら、防災の知
識や心構えを身に付けられるような内容です。ま
た、防災だけでなく、減災や地球温暖化について
も学べるようになっています。
　防災かるたは、学校での防災に関する授業や、
市の防災啓発で活用させていただきます。
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現代部会調査速報⑩
～大田原での気象観測の歴史～

　氷点下 16.4 度！　今年１月 26 日の最低気温は、まさに目・耳を疑う数値でした。それまでの最低気温は、
昭和 52 年（1977）２月１日の氷点下 11.9 度でしたので、驚きの数値と言えます。この大田原の気象観測を行っ
ているのが、市内宇田川の大田原グリーンパーク西側の一画に設置されている、アメダス（地域気象観測シス
テム）の大田原観測所です。今回の現代部会調査速報では、大田原での気象観測の歴史を振り返ります。
　明治 24 年（1891）、当時の郡役所に寒暖計・雨量計を設置し、１日１回、午前 10 時に簡易気象観測を行っ
たのが大田原での気象観測の始まりです。その後、昭和 29 年（1954）11 月１日に、龍城公園北側に宇都宮測
候所の大田原雨量通報所が設立され、翌年６月に職員による本格的な気象観測が始まりました。
　昭和 31 年（1956）に宇都宮測候所大田原気象通報所と改称し、気象観測のみならず地元への気象情報の提
供を行ってきました。昭和 49 年（1974）11 月１日にアメダスが開始。昭和 51 年（1976）にはアメダス大田原
観測所が福寿荘（現在の福寿草ほほえみセンター）敷地内に移転となり、翌年４月 18 日に大田原気象通報所は
20 年の歴史を閉じました。その後、平成 13 年（2001）に大田原グリーンパークが誕生すると、アメダス大田
原観測所はこちらへ移転となり、現在に至っています。（現代部会長　木下 義文）

市史編さんだより  vol.37

文化振興課　 ０２８７（４７）５０３１

N
ov. 2023／

N
o.1316

『みんなのひろば』 投稿募集
●注意事項
＊原則として受付順に掲載しますが、応募多数の場合は
　過去に一度も掲載されていない方を優先します。
＊掲載回数の上限は１人につき月１回かつ同一年度内３
　回までとし、２号連続しての掲載は行いません。
＊掲載された場合の謝礼はありません。
●掲載できない記事

・市の品位、公共性または公益性を損なうおそれがあるもの
・政治的、宗教的または選挙活動に当たるもの
・営利を目的とするもの
・個人、団体を誹謗中傷するもの
※詳しくは、市HPをご覧ください。

●応募方法
　Ｅメールに写真を添付し、本文に次の❶～❻を記入し
て情報政策課にお送りください。
❶コーナー名
　・我が家の『○○』（家族や自慢のレシピなどの紹介）
　・いいとこ撮り（市内の風景・イベント写真の紹介）
　・大田笑人（市内で活躍する個人・団体の紹介）
❷写真のタイトル
❸コメント（200文字程度）
❹氏名とペンネーム（本名掲載を希望の場合は不要）
❺住所（番地も記入。紙面には大字のみ掲載します。）
❻電話番号

問 情報政策課　本６階　　０２８７（２３）８７００
　 jouhou@city.ohtawara.tochigi.jp

漢詩集『笠石懐古』の全訳成る
投稿者：大田原市文化財保護審議会  会長  大沼 美雄

　私は黒羽田町の生まれです。大学・大学院で中国文学を学
び、今は栃木県漢詩連盟の会長として漢詩の創作などにいそ
しんでいます。
　明治12年（1879）１月12日、八塩の三田称平（号は地山）ら
をはじめとする元黒羽藩士・元大田原藩士たち計20名は国宝

「那須国造碑」を題材に黒羽向町のある料亭で漢詩を詠みま
した。大田原にはそれら31首を集めた漢詩集『笠石懐古』が長
らく伝わっておりましたが、このたびそれを144年ぶりに全
訳させていただきました。製本したものを湯津上の笠石神社
に置いていただいております。

 大沼 美雄　 ０２８７（３７）７２７６

市内で活躍する皆さまを紹介します

左：大沼 美雄 氏　　右：笠石神社 宮司 伊藤 克夫 氏

大田原気象通報所（昭和51年撮影）令和５年１月26日の氷点下16.4度の朝 現在のアメダス大田原観測所



とちぎ子ども救急電話相談・子ども（おおむね15 歳未満）
【時間】㊊～㊏18：00～翌朝８：00　㊐・㊗８：00～翌朝８：00　　
　   ＃8000　または　　028（600）0099

夜 間 診 療【診療時間】毎日 19：00 ～ 21：30

とちぎ救急医療電話相談・大人（おおむね15 歳以上）
【相談時間】㊊～㊎18：00～22：00　㊏・㊐・㊗16：00～22：00
　　＃7111　または　　028（623）3344

那須地区夜間急患診療所
（中田原1081-4 ／那須赤十字病院 1 階）

　０２８７（４７）５６６３
●診療科目…内科・小児科
※那須赤十字病院と併設ですが、別の医療機関になります。

急な病気やけがで心配な時に

※大田原市の市外局番は「０２８７」です。携帯電話からかける際はご注意ください。

相談 日時 場所 問い合わせ

総
合
行
政

相
談

大田原地区 11月20日㊊
12月６日㊌ 10:00～12:00 生涯学習センター

市情報政策課 本６階
（２３）８７００湯津上地区 11月１日㊌

12月６日㊌   13:00～16:00 佐良土多目的交流センター

黒羽地区 11月14日㊋
12月６日㊌ 10:30～12:00 黒羽・川西地区公民館

人
権

相
談

大田原地区 11月20日㊊
12月６日㊌ 10:00～12:00 生涯学習センター

市政策推進課 本６階
（２３）８７１５湯津上地区 12月６日㊌   13:00～16:00 佐良土多目的交流センター

黒羽地区 11月14日㊋
12月６日㊌ 10:30～12:00 黒羽・川西地区公民館

心
配
ご
と

相
談

★大田原地区 毎週㊎　　   9:00～12:00 市役所Ａ別館 市社会福祉協議会 （２３）１１３０
★湯津上地区 毎月第１㊌   13:00～16:00 佐良土多目的交流センター 　〃　湯津上支所 （９８）３７１５

　  ★黒羽地区 毎月第３㊍   9:00～12:00 社会福祉協議会黒羽支所 　〃　　黒羽支所 （５４）１８４９

広域無料法律相談（要予約） 11月９日㊍   13:30～16:30
トコトコ大田原３階
市民交流センター

市総務課 本６階
（２３）１１１１

※申込多数につき、お一人様年度内
１回限りとなります。

（予約受付：11月２日㊍～８日㊌）

市民無料法律相談（要予約） 11月24日㊎   13:30～16:00
（予約受付：11月16日㊍～22日㊌）

★公正証書無料相談（要予約） ㊊～㊎   　9:00～12:00
  13:00～17:00 大田原公証役場 大田原公証役場

（２３）０６６６

不動産無料相談会（要予約） 11月22日㊌　   13:30～15:30 不動産会館県北支部
（黒磯文化会館前）

（公社）宅建協会県北支部
０２８７（６２）６６７７

栃木県司法書士会無料相談
（要予約）
❶不動産登記・商業登記・成年

後見などに関する相談
※11月４日㊏は中止です。
❷❸相続・遺言に関する相談

❶
面談

第１㊏　 　  10:00～15:00
（予約受付：平日9：00～17：00）

西那須野公民館
（那須塩原市太夫塚）

総合相談センター（栃木県司法書士会）
０２８（６１４）１１２２

❷
電話

第２・４㊏　  10:00～15:00
（予約受付：平日9：00～17：00） ― 相続登記相談センター（栃木県司法書士会）

０２８（６１４）１１２２
❸
面談

予約時に各司法書士と調整
※要無料クーポン

無料クーポン、相続登記相談センター登録司法書士につい
ては、右の二次元コードからHPをご覧ください。

自殺予防いのちの電話
フリーダイヤル

毎月10日 8:00～11日 8:00（24時間）
毎日午後4時～9時（５時間） ― フリーダイヤル

０１２０（７８３）５５６

★がん相談支援 　㊊～㊎    9：30～12：30
13：30～16：30 那須赤十字病院

相談室３
那須赤十字病院がん相談支援センター

０８０（７５７６）２６５５
   第１・３㊏   9：30～11：30

★生活困窮者の相談支援 　㊊～㊎　　           8：30～17：15 市役所Ａ別館 市社会福祉協議会
（２３）１１３０

★ＤＶ（配偶者等暴力）・離婚
に関する相談窓口（要予約） 　㊊～㊎　　           9：00～16：00 市子ども幸福課 市子ども幸福課 本３階

（２３）８７９２

教育支援相談会（要予約）
※小中学校への就学相談です

11月１日㊌
11月13日㊊
11月17日㊎

9：00～12：00 
13：00～17：00
9：00～12：00 

市役所本庁舎４階 市学校教育課 本４階　
（２３）３１２５

★不登校・いじめなどに関
する相談窓口（電話相談可） 　㊊～㊎　　           8：30～17：15 市教育支援センター 市教育支援センター（大志館すばる内）

（２２）５８８４

★…祝日・年末年始を除く。各種相談

事前に当番医療機関に電話してから受診してください。
また、やむを得ず変更になる場合があります。【診療時間】9：00 ～ 17：00休日当番医

月 日 当番医名 所在地 電話

11
月

３日㊎ 磯医院 黒羽向町 8 　（54）0020

５日㊐ 赤羽医院 城山2-5-29 　（23）1131

12日㊐ 阿部内科 佐久山 2018 　（28）0053

19日㊐ 河島クリニック 中央 2-9-32 　（20）1192

月 日 当番医名 所在地 電話

11
月

23日㊍ 青柳医院 中央2-1-2 　（22）2122

26日㊐ あさかクリニック 浅香3-3711-12 　（22）2601

12
月

３日㊐ 江部医院 黒羽向町 60 　（54）0013

10日㊐ 松井医院 城山1-2-3 　（22）2067
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11月　生活カレンダー
くらし情報館開館日健：各種健康相談相：各種相談 納：各種納期限 図：図書館休館日医：休日当番医

新型コロナウイルス感染症の影響により
掲載事業が中止・延期となる場合があります
中止・延期の際は、市ホームページ・よいちメー
ルなどでお知らせします

■日時…11月15日㊌ 午前９時30分～10時30分
■電話番号…0120-188911（固定電話専用）

市長さん
※指定日時以外や携帯電話からのお
　電話は随時下記でお受けします。

 情報政策課　本６階
０２８７（２３）８７００

医 阿部内科
 0287（28）0053

医 磯医院
 0287（54）0020

医 赤羽医院
 0287（23）1131

医 河島クリニック
 0287（20）1192

医 高久内科医院
 0287（48）6811

健 乳幼児健康相談

健 乳幼児健康相談

健 もの忘れ相談

健 もの忘れ相談

相 心配ごと（湯津上）

相 心配ごと（湯津上）

相 心配ごと（大田原）

相 心配ごと（大田原）

相 心配ごと（大田原）

相 心配ごと（大田原）

相 心配ごと（大田原）

くらし情報館

くらし情報館

くらし情報館
くらし情報館

くらし情報館

相 教育支援相談

相 教育支援相談

相 行政（湯津上）

図 大田原・湯津上

図 大田原・湯津上

図 大田原・湯津上

図 大田原・湯津上

月１回、市長が皆さまからのご意見、
ご要望をお聴きします。

もしもし 大田原市へのお問い合わせ
市　の専用フォームから、いつでも
市にお問い合わせができます。
詳しくはリンク先をご覧ください。

HP

相 栃木県司法書士会

相 栃木県司法書士会

相 栃木県司法書士会

相 行政・人権（大田原）

相 行政・人権（黒羽） 相 心配ごと（黒羽）

相 法律（広域）

相 法律（市民）

相 不動産

相 いのちの電話

相 教育支援相談

健 ６～７か月の
赤ちゃん教室

健 フレイル予防・
栄養相談

健 精神保健福祉
クリニック 健 薬物問題をお持ち

の方の家族の集い

納 市県民税（３期）

納 国民健康保険税
（５期）

納 国民健康保険税
（４期）

納 後期高齢者医療
保険料（５期）

納 後期高齢者医療
保険料（４期）

納 介護保険料（５期）

納 介護保険料（４期）

文化の日

もしもし市長さん

健 心の健康相談室

健 心の健康相談室

健 おたっしゃクラブ

与一太鼓定期演奏会
   （11：00 ～）

那須与一伝承館
0287（20）0220

勤労感謝の日

くらし情報館

くらし情報館

くらし情報館

くらし情報館

くらし情報館

医 青柳医院
 0287（22）2122

医 江部医院
 0287（54）0013

医 あさかクリニック
 0287（22）2601

相 栃木県司法書士会

健 こころの病を理
解するための家
族教室

図 大田原・湯津上
黒羽

図 大田原・湯津上

図 黒羽

図 黒羽

図 黒羽
図 黒羽

相 行政・人権（大田原・
湯津上・黒羽）



 

開館時間：10：00 ～ 15：00（開館日はカレンダーでご確認ください。）
くらし情報館 くらし情報館（大田原市くらしの会／中央１-２- 14）　　０２８７（２２）３９０３

ゆずりたい ゆずってほしい
●お子さん向け　歩行器・ベビー用いす・子供用スキーウェア上下（140
㎝）・学習机（椅子なし）・ゆりかご・おまる・ベビーバス（浴槽）・ベビー遊
具（1～2歳用）

●家具・インテリア・家電製品・楽器など　額縁（大・中・小・17枚）・座卓
（120cm×88cm）・座卓（150cm×90cm）・システムベッド（タンスと机
付き）・タンス（和・洋）・タンス（38cm×75cm、77cm×95cm）・シングル
ベッド（大人）・トイレの手すり（未使用）・本棚（30cm×180cm）・ブック
スタンド・ついたて（藤製）・かご（藤製）・照明器具（４点）・除湿機・加湿
機（2台）・エレクトーン

●制服・体育着など　大田原小学校《体育着（120～130㎝）》・金田北中
学校《男子制服（180㎝）》・大田原中学校《男子制服（170㎝）》

●その他　塗鉢（数個）・茶箱（3個）・スキーウェア上下（男・女）・スキー用
品一式（男）・鎧・兜（ケース入り）・柔道着（白）・防災頭巾・五月人形セッ
ト（兜・弓矢・ケース入り）・ひな人形7段飾り・囲碁セット・ひな人形（ケー
ス入り）・たん吸引器・餅つき道具（臼・杵）

●お子さん向け　ベビーベッド・チャイルドシート
●家具・インテリア・家電製品・楽器など　電動

ミシン（ポータブル）・ステレオ・掃除機・キー
ボード（楽器）・家具調こたつ（120cm × 90cm）・
シングルベッド（木製）・パソコンデスク

●制服・体育着など　若草中学校《女子制服（M・
160㎝）》・若草中学校バレー部（ウインドブレー
カー・シューズ）・大田原小学校《体育着（150 ～
160cm）》

●その他　マウンテンバイク・自転車（ママチャ
リ）・大人用自転車・電動自転車・かなめ焼き・
農業用パイプハウス・ベンチコート（160㎝）・墨
すり機・車イス・スキー板＆ブーツ (25cm)

（登録状況：10月12日現在）

各種二次元コード
土日祝日・夜間の
水道管漏水の連絡先

大田原市の人口

市X（旧Twitter）市ｈ

よいちメール インフラ不良箇所
通報メール

市YouTube

道路や公共施設・上下水
道などの不良個所を見つ
けたときは、「インフラ不
良箇所通報メール」から
お知らせください。

【人口・世帯数（前月比）】
　■人口 70,506 人（-42）
　　　男 34,617 人（-18）
　　　女 35,889 人（-24）
■世帯数 30,637 世帯（+6）
「毎月人口調査」を基に

掲載しています。

R5.9.1 現在 　 大田原管工事工業協同組合

　 ０９０（７２３４）４４６２
※連絡先が全地区統一となりました。

※本管漏水工事のための待機業者で
あるため、宅地内漏水は対応でき
ない場合があります。

市Facebook

消費生活センターからのお知らせ
大田原市消費生活センター　 ２階
０２８７（２３）６２３６

平日 9：00～12：00､13：00～16：00
消費者ホットライン  １８８

食品ロスを減らしましょう 問生活環境課　　２階　　０２８７（２３）８７０６本

　食品ロスとは、本来食べられるのに、捨てられてしまっ
た食品のことです。①食べ残し②直接廃棄（賞味期限切れな
どにより手つかずのまま廃棄されたもの）③過剰除去（厚く
むき過ぎた野菜の皮など、過剰に除去された可食部分）の３
つに分類されます。資源の有効活用や環境負荷への配慮か
ら、食品ロスの削減が求められています。

●食品ロスの現状　日本では、年間約 523 万トン発生して
いると推計されています（令和３年度）。約半分（244 万ト
ン）は家庭からのもので、一人一日当たりお茶碗一杯分に
近い量（約 114 ｇ）の食べ物が捨てられています。

●食品ロスを減らすために（直接廃棄の例）　災害に備え、
家庭でも食品を備蓄することが増えていますが、備蓄さ
れたまま賞味期限を迎え、廃棄されてしまうケースがあ
ります。備蓄食料を日常的に消費し、消費した分を買い
足すことで、食品ロスをなくし、同時に、実際に災害が
起きてしまった際に期限切れで食べることができない、
といった事態を防ぐこともできます。

　　市が行ったもやせるごみの含有物の調査（ごみ質分析）
の際にも、未開封のレトルト食品や、手つかずの野菜な
どの食品ロスが発見されています。食品ロスの削減のた
め、皆さまのご協力をお願いします。

　日常生活に欠かせない家電製品ですが、違和感や不具合
があっても使い続けたり、清掃や点検をせずに長い間使い
続けたりすると故障や火災などの思わぬ事故につながるお
それもあります。まずは冬が来る前に暖房機器などを右記
の項目を参考に点検し安全に使いましょう。
　また消費者庁の「リコール情報サイト」では、
製品の回収・無償修理などのくらしに役立つ情報
を記載していますので、ご覧ください。

■ 11 月は製品安全総点検月間です
●点検項目の例

【ファンヒーター、ストーブ】
□異臭　□異音　□上や周りに物を置かない　□プラグのほこり
□コードを束ねたまま使用しない　□メーカーへの登録の確認

　 □製造年などの表示の確認

【電気カーペット、マット】
□異臭　□異音　□たたみじわ
□保温性の高い座布団などと一緒に使用しない
□コードを束ねたまま使用しない

HP

経済産業省
「製品安全ガイド」



※子育て支援センター・つどいの広場・子育てサロンは、事前予約制（定員あり）となります。
休館日が変更になることもありますので、最新情報はホームページなどを確認するか直接お問
い合わせください。

子育て支援情報

■ファミリーサポートセンター
　（保育課内）
　　０２８７（２３）８７３９
　子育ての手助けをしたい・して
ほしい方が会員となり、地域で子
育てを支え合う組織です。

■一時保育センター（子ども未来館内）　
 ０２８７（２２）２８１３
▶開設日時：９:00 ～ 17:00
　（休館日を除く）
▶対象：４か月～就学前の健康な
　乳幼児（市外の方を含む）
▶料金：１時間 300 円
　  （市外の方は 500 円）
※１回４時間、月５回まで。
　事前申込が必要。（一定要件あり）

つどいの広場 さくやま トコトコ
場所 旧さくやま保育園 子ども未来館

開設日時 ㊊・㊌・㊎・第４㊏
9：00 ～ 14：00

㊊～㊎　
9：00 ～ 11：30 ／ 12：45 ～ 15：00

休館日 － 11/2㊍、11/6㊊、11/21㊋PM

子育てサロン かねだ のざき かわにし
場所 金田北地区公民館 うすばアットホーム 川西高齢者ほほえみセンター

開設日時 ㊋９：00 ～ 12：00 ㊍９：00 ～ 12：00 ㊌９：00 ～ 12：00
休館日 － 11/2㊍ －

病児・病後児保育 病後児のみ　※要登録 病児・病後児　※要登録
施設 保育園ベビーエンゼル 国際医療福祉大学　金丸こども園

利用時間 ㊊～㊎８：00 ～ 18：00
料金（１日） 病児　2,000 円／病後児　500 円
予約電話 　　 （２２）８８３４ 　　 （４８）６６１０

子育て支援センター しんとみ ゆづかみ すくすくきっず（くろばね） ひかり
場所 しんとみ保育園 ゆづかみ保育園 くろばね保育園 ひかり幼稚園
電話 　 （２２）５５７７ 　 （９８）３８８１ （５９）１０７７ 　 （２３）５５３３

開設日時
㊊～㊎

９：00 ～ 11：30
13：00 ～ 16：00

㊊～㊎
９：00 ～11：30
13：00 ～ 15：30

㊊～㊎
９：30 ～ 12：00
13：30 ～ 16：00

㊊～㊎
９：00 ～ 12：00
13：00 ～ 15：00

休館日 11/28㊋ 11/14㊋、11/28㊋ 11/10㊎、11/28㊋ 11/28㊋

保健に関する教室・相談

教室・相談 日時 場所 内容 持ち物など 問い合わせ

乳幼児健康相談 11月１日㊌
12月６日㊌ ９:30～11:15 大田原市

福祉センター
計測や

育児相談など 母子健康手帳
子ども幸福課 本３階

（２３）８６３４６～７か月の
赤ちゃん教室 12月５日㊋ ９:４0～11:30

（受付９:20～） トコトコ大田原 計測、赤ちゃんの
育ち、離乳食の進め方 ※要予約

おたっしゃクラブ 11月22日㊌ ９:30～11:30 本庁舎１階
市民協働ホール

高齢者向けの
運動や講話 ※要予約 高齢者幸福課 本３階

（２３）８９１７

もの忘れ相談 11月２日㊍
12月７日㊍ 10:00～12:00 本庁舎３階相談室５ もの忘れなどの相談 ※要予約 高齢者幸福課 本３階

（２３）８７５７

フレイル予防・栄養相談 11月22日㊌ ９:30～11:00 本庁舎１階控室 高齢者向けのフレイ
ル予防栄養相談 ※要予約 健康政策課 本３階

（２３）７６０１

心の健康相談室 11月14日㊋
11月28日㊋ 13：30～16:30 本庁舎３階

303会議室 カウンセリング ３日前まで
に要予約

健康政策課 本３階
（２３）８７０４

こころの病を理解
するための家族教室 11月24日㊎

13：30～15：30 県北健康
福祉センター

座談会
※要予約 県北健康福祉センター

（２２）２２５９精神保健福祉
クリニック 11月８日㊌ 精神科医師への

個別相談
薬物問題をお持ち
の方の家族の集い 11月９日㊍ 13：30～15：30 県北健康

福祉センター 座談会 ※要予約 県北健康福祉センター
（２２）２３６４

●受付時間 …午前中
※混雑を避けるため受付時間は割振りさせていただきます。
●「特定健診」または「後期高齢者健診」を受診する方は、「保

険証」と「特定健康診査受診券」を持参してください。
●市民健康診査および国民健康保険の人間ドック・脳ドック

で受診した項目は、年度内に重複して受診することはでき
ません。

●申し込みはインターネット・電話・ＦＡＸ・郵便などで
随時受け付けています。

●70歳未満の方のがん検診などについては、費用の一部自
己負担があります。

※日にちの✿マークは女性のみが予約できる日です。
　　健康政策課　　３階　　０２８７（２３）７６０１本

日にち 場所 予約者数
11月９日㊍ 黒羽保健センター １０１人

✿11月11日㊏ 生涯学習センター １８９人
11月14日㊋ 大田原東地区公民館 １８７人

✿11月16日㊍ 大田原東地区公民館 ２３４人
11月19日㊐ 生涯学習センター １０６人

日にち 場所 予約者数
11月20日㊊ 金田北地区公民館 ５４人

✿11月26日㊐ 大田原東地区公民館 １７９人
✿11月29日㊌ 黒羽保健センター １６４人

11月30日㊍ 大田原東地区公民館 ５２人
12月２日㊏ 大田原東地区公民館 ５１人
12月３日㊐ 生涯学習センター ５６人

集
団
健
康
診
査  

予
約
状
況（
10
月
12
日
現
在
）
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